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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.htm 毎月１・15日発行

こきんちゃん

NO.1356

２
月　

日（
月
）

２９

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆福祉のひろば
重度心身障害者手当の現
況届を忘れずに、交通災
害等遺児援護一円貨募金
にご協力を　ほか …９面

◆健康ガイド
大気汚染医療費助成制度
医療券の更新を忘れず
に、歯科健康講演会、妊
婦歯科健診　ほか …８面

◆催し
中近東歴史文化講座、市
民防犯講習会、国際交流
イベント、労働セミナー
ほか …１１・１２面

◆お知らせ
市職員募集、市の人口と世帯数、「市
長への手紙」がまとまりました、平
成２８年度保育施設等の利用申請二次
募集受付　ほか …１〜８面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第４期分
国民健康保険税 ……………第８期分
後期高齢者医療保険料 ……第８期分

平成28（2016）年

21/

　

平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
め

２７

１２

た
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
お

よ
び
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
、
市
・
都
民
税
の

申
告
の
際
に
は
、
忘
れ
ず
に
納
付

額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税

方
は
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
」
の
平
成　

年
２
月
～　

月

２７

１２

の
保
険
税
額
で
、
そ
れ
以
外
の
方

は
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知

書
」
ま
た
は
預
・
貯
金
通
帳
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
領
収
書
等
の
添

付
は
不
要
で
す
。

問
合
先　

納
税
課
管
理
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
５
）

３８７

 　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

賦
課
決
定
通
知
書
」
の
下
部

（
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納

入
通
知
書
」
）
の
特
別
徴
収
の
う

ち
平
成　

年
２
月
～　

月
の
保
険

２７

１２

料
額
で
、
口
座
振
替
の
方
は
同
通

知
の
普
通
徴
収
の
保
険
料
額
ま
た

は
預
・
貯
金
通
帳
で
、
そ
れ
以
外

の
方
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
入
通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
領
収
書
等
の
添
付
は
不
要

で
す
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
は
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知

書
」
の
平
成　

年
２
月
～　

月
の

２７

１２

保
険
料
額
で
、
そ
れ
以
外
の
方
は

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」
ま

た
は
預
・
貯
金
通
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
領
収
書
等
の
添
付
は
不

要
で
す
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
１
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
め

２７

１２

た
過
年
度
分
や
家
族
の
分
も
対
象

と
な
り
ま
す
。　

　
　

月
上
旬
ま
た
は
２
月
上
旬
に

１１
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
（
は
が
き
）

や
領
収
証
書
の
添
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際

は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

立
川
年
金
事
務
所
（
☎

　

儿　

儿
０
３
５
２
）

０４２

５２３
介
護
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

　

市
・
都
民
税
の
申
告
は
市
の
市

民
税
課
で
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
（
以
下
所
得
税
）
の

確
定
申
告
は
武
蔵
野
税
務
署
で
、

そ
れ
ぞ
れ
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
・
都
民
税
の
申
告
用
紙
は
、

前
年
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
２

月
８
日
（
月
）
に
市
役
所
か
ら
郵

送
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
申

告
用
紙
は
、
税
務
署
か
ら
郵
送
済

み
で
す
。
用
紙
が
届
か
な
か
っ
た

方
や
新
た
に
必
要
と
な
っ
た
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
窓
口
の
開
設
】

　

日
曜
日
に
も
窓
口
を
開
設
し
、

申
告
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽　

市
＝
２
月　

日
～
３
月　

日

２１

１３

の
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
１
時

▽　

武
蔵
野
税
務
署
＝
２
月　

日
２１

（
日
）
、　

日
（
日
）
午
前
８

２８

時　

分
～
午
後
５
時
（
相
談
は

３０
午
前
９
時
か
ら
）

〈
税
理
士
に
よ
る 

無
料
申
告
相
談
〉

受
付
期
間　

２
月
４
日（
木
）、
５

日
（
金
）
、
８
日
（
月
）
午
前
９
時

　

分
～　

時
、
午
後
１
時
～
３
時

３０

１１

（
８
日
は　

時　

分
か
ら
受
付
）

１０

３０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

対　

象　

小
規
模
納
税
者
の
方
、

年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者

※　

譲
渡
所
得
が
あ
る
方
を
除

く
。

※　

相
続
税
の
相
談
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

そ
の
他　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

武
蔵
野
税
務
署
個
人
課

税
部
門
（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
１

５３

３
１
１
）

!

#

"

$

%%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先

▽　

市
・
都
民
税
＝
市
民
税
課

市
民
税
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
１

０４２

３８７

９
）

▽　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
＝
武
蔵
野
税
務
署

（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
３

儿　

儿
１
☎
０
４
２
２
儿　

２７

５３

儿
１
３
１
１
）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

%
%

%
%
%
%

　平成２８年度版ごみ・リサイクルカレンダーを、市
内すべての世帯・事業所に配布します。
　同カレンダー表紙・裏表紙絵は市内在住の小学校
４〜６年生から募集し、選ばれた作品です。
　配布期間が過ぎても届かない場合や、ご自宅の地

区と異なるものが配布された場合は、ごみ対策課へ
ご連絡ください。
配布期間　２月８日（月）〜３月１１日（金）
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

　全ての利用者にとって「使いやすく、探しやすい」
ことをめざして、市ホームページをリニューアルしま
した。

【リニューアルの概要】
渇　利用者が目的に沿った情報を取得できるよう、コ
ンテンツの分類方法を変更しました。

渇　アクセシビリティ（障がい者や高齢者などへの配
慮）の向上に努めました。

渇　スマートフォンサイトを新しく提供します。
問合先　情報システム課情報システム係（☎０４２−３８７
−９８２７）

市ホームページを
リニューアルしました

国民健康保険税・後国民健康保険税・後期期
高齢者医療保険料・高齢者医療保険料・介介
護保険料・国民年金護保険料・国民年金保保
険料は全額社会保険険料は全額社会保険料料
控除の対象で控除の対象ですす

市
・
都
民
税
の
申
告
（
住
民
税
）
、
確

市
・
都
民
税
の
申
告
（
住
民
税
）
、
確
定定

申
告
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

申
告
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得得

税
）
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

税
）
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
すす

申
告
期
間
は
２
月　

日
（
火
）〜
３
月　

日
（
火
）

１６

１５

　市の各種サービスを
紹介する平成２７年度版
「わたしの便利帳」を、
２月中旬から順次、市
内全世帯に配布しま
す。
　今回は、株式会社ゼ
ンリンと官民協働で、
協賛いただいた方々の
広告収入を活用し、作
成しました。より市民
の皆さんの利便性を図
るよう、内容をリニュ
ーアルしましたので、ぜひご活用ください。
　なお、配布は、民間業者が行います。ご不審な点があ
りましたら、お問い合わせください。
　また、誤配布や配布漏れを防ぐため、表札および郵便
ポストの氏名表示にご協力ください。表示がない場合
は、配布が困難となりますので、ご注意ください。
※　２月中に届かなかった場合等は、ご連絡ください。
戸別に配布します。
問合先　広報秘書課広報係（☎０４２−３８７−９８０３）

平成27年度版

「わたしの便利帳「わたしの便利帳」」
を全世帯に配を全世帯に配布布

全戸配布ごみ・リサイクルカレンダごみ・リサイクルカレンダーー

表紙 裏表紙

ご
自
宅
の
地
区
と
合
っ
て
い
る
か

表
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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○
○
○
○

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（①は申込不要②は要事前申込）

問合先内　容ところと　き名　称

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

児童発達支援セン
ター「きらり」の業
務内容等について

本町暫定庁舎１
階第１会議室

２月３日（水）
１０：００〜

児童発達支援セン
ター運営協議会
（※②）

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）

児童館の運営につ
いて緑児童館２月８日（月）

１０：００〜
第３回児童館運営
審議会（※①）

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

小金井市の教育に
ついて　ほか

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

２月９日（火）
１３：００〜

第４回総合教育会
議

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

利用者負担の在り
方等について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

２月１５日（月）
１９：００〜

子ども・子育て会
議（※②）

企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

委嘱状の伝達、今
後の審議会の進め
方について　ほか

市役所本庁舎３
階第一会議室

２月１９日（金）
１３：００〜

男女平等推進審議
会（※②）

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

障がい者施策全般
について（手話通
訳あり。１０日前ま
でに要事前申込）

市役所第二庁舎
８階８０２会議室

２月１９日（金）
１７：００〜

地域自立支援協議
会（※②）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成２８年度一般廃
棄物処理計画の策
定等について

中間処理場事務
所棟研修室１

２月２３日（火）
１５：００〜

廃棄物減量等推進
審議会

経済課産業振興係
（☎０４２−３８７−９８３１）

新プラン（最終
案）の取りまとめ

前原暫定集会施
設１階Ａ会議室

２月２９日（月）
１５：００〜

産業振興プラン策
定委員会（※②）

ご
利
用
く
だ
さ
い

２
月
の
休
日
窓
口

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
７
日
の

み
）
、
納
税
課
（
７
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

○は休日窓口開設日2月
土金木水火月日
654321
13121110987
20191817161514
27262524232221

2928

（
社
交
ダ
ン
ス
を
除
く
）
、
会
議

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
構
成
さ
れ
、
常
時　

人
以
上
の

１０

方
の
参
加
が
見
込
め
る
団
体

そ
の
他　

▽
申
請
書
類
は
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
で
配
布
し

ま
す
。
▽
前
年
度
登
録
団
体
で
変

更
の
な
い
場
合
は
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

２
月　

日
ま
で
に
、

２５

直
接
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
へ
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階

☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」の
平
成　
２８

年
度
分
（
４
月
１
日
共
済
開
始
）

の
予
約
申
込
を
、
２
月
１
日

（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都　

市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
て

３９
い
る
、
少
な
い
会
費
で
、
交
通
事

故
に
遭
っ
た
と
き
、
見
舞
金
を
受

け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。

　

加
入
申
込
書
は
、
２
月
１
日
か

ら
各
家
庭
に
配
付
す
る
ほ
か
、
市

内
の
銀
行
等
窓
口
（
郵
便
局
を
除

く
）な
ど
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
等
詳
し
く
は
、
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

東
京
都
市
町
村
総
合
事
務
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ct

v-to
kyo
.o
r.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

加
入
で
き
る
方　

市
内
在
住
の
方

会
費
等

▽　

Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
千
円
の
会

費
で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

３００

▽　

Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額　

円
の
会

５００

費
で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

１５０

そ
の
他　

小
・
中
学
生
、
消
防
団

員
の
方
は
、
市
費
負
担
で
Ｂ
コ
ー

ス
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
（
自
己

負
担
に
よ
っ
て
Ａ
コ
ー
ス
へ
の
移

交
通
災
害
共
済

（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

東
京
都
と
都
内
全　

区
市
町
村

６２

で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、
原
則

２９

と
し
て
全
て
の
事
業
主
の
方
に
、

特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
を
実
施

し
ま
す
。
特
別
徴
収
を
実
施
し
て

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
自
主
的

な
切
り
替
え
を
行
う
な
ど
、
実
施

に
向
け
て
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
都
主
税
局
特
別
徴

収
推
進
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.tax.m

etr

o
.to
kyo
.jp
/ka
zei/to

ku
b
ets

u
/in
d
ex.h

tm
l

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
税
課
市
民
税
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
９
）

０４２

３８７

 　

小
金
井
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

下
水
道
課

工
務
維
持
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
☎　

儿　

儿
９
８
５
６
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、次
の
方
々
を
選
任
し
ま
し
た
。

〈
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
委
員
〉

　

▽
倉
田
明
子
さ
ん
、
髙
橋
寛
子

さ
ん
、
土
屋
義
弘
さ
ん
、
畠
山
重

信
さ
ん
、
深
澤
茂
樹
さ
ん
、
宮
原

都
市
計
画
下
水
道
の
図
書

の
縦
覧

委
員
選
任
結
果

千
惠
さ
ん
、
矢
向
潤
さ
ん
（
い
ず

れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安
全

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
６
）

０４２

３８７

〈
国
民
健
康
保
険
運
営 

協
議
会
委
員
〉

　

▽
齊
藤
紀
夫
さ
ん
、
松
本
敏
朗

さ
ん
（
い
ず
れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
係（
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

〈
市
民
健
康
づ
く
り 

審
議
会
委
員
〉

　

▽
新
井
利
夫
さ
ん
、
玉
木
と
み

子
さ
ん
、
中
里
成
子
さ
ん
、
村
澤

ト
キ
イ
さ
ん
（
い
ず
れ
も
公
募
市

民
）

問
合
先　

健
康
課
健
康
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
２
４
０
）

３２１

行
は
可
能
で
す
）

申
込
方
法　

加
入
申
込
書
に
会
費

を
添
え
て
市
内
の
銀
行
等
窓
口

（
郵
便
局
は
除
く
）
へ
。

問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

  
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
～　

１５

１８

日
（
木
）
、
い
ず
れ
も
午
後
８
時

ちょこっと共済
マスコットキャラクター
「ちょこ助」

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
（
左
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
の
個

人
住
民
税
は
、
事
業
主
（
給
与
支

払
者
）
が
、
毎
月
従
業
員
に
支
払

う
給
与
か
ら
差
し
引
き
、
納
入
し

て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
が
原
則
で

す
。 夜間入口詳細図平

成　
年
度
か
ら
個
人
住
民

２９

税
の
特
別
徴
収
を
徹
底

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民
票

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
利
用
の
際
は
、
同
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
で
利
用
者
確
認

を
行
い
、
本
人
お
よ
び
同
一
世

帯
の
方
の
住
民
票
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
印
鑑
登
録
証
の
機
能

を
同
カ
ー
ド
に
移
行
し
た
方

は
、
本
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書

も
取
得
で
き
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
全
国
の

セ
ブ
ン
儿
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
（
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア　

は
除

１００

く
）
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
利

用
で
き
、
窓
口
交
付
よ
り
安
価

に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

の
取
得
は
、
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　

午
前
６
時　

分
～

３０

午
後　

時
（
年
末
年
始
、
設
備

１１

点
検
時
等
除
く
）

手
数
料　

一
通　

円
２００

そ
の
他　

▽
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
引
き
続
き
利

用
で
き
ま
す
。
▽
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
住
民
票
に
は
、
住
民
票
コ

ー
ド
・
個
人
番
号
は
記
載
で
き

ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
市

民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎

　

儿　

儿
１
０
１
９
、　

儿　

０４２

３１６

０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

　

市
で
は
、
人
口
減
少
の
進
展
に

的
確
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な

方
向
等
を
定
め
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

お
よ
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）
お
よ
び
同
戦
略
（
案
）
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
日
）
午
後

１４

２
時
～
４
時
（
１
時　

分
開
場
）

４５

と
こ
ろ　

商
工
会
館
２
階
大
会
議

室そ
の
他　

▽
保
育
あ
り
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
６
人
。
要
事
前

申
込
）
▽
手
話
通
訳
あ
り

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

 　

市
議
会
で
は
、
名
勝
小
金
井

（
サ
ク
ラ
）
を
生
ん
だ
武
蔵
野
新

田
開
発
の
功
労
者
で
あ
る
川
崎
平

右
衛
門
と
多
摩
・
小
金
井
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
議
員
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
市
民
の
方
々
に

も
公
開
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
後

１５

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
第

一
会
議
室

講　

師　

馬
場
治
子
さ
ん
（
元
・

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
学
芸

員
）

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

４０

問
合
先　

議
会
事
務
局
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
９
４
７
）

３８７
 　

卓
球
、
体
操
、
武
道
、
ダ
ン
ス

公
開
議
員
研
修
会

儿
川
崎
平
右
衛
門
と

　

多
摩
・
小
金
井

一
中
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

新
規
団
体
登
録
受
付

個
人
番
号
カ
ー
ド
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

お
よ
び
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
案
）
に
関
す
る
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
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資格等要件月額報酬勤務時間業務名

普通自動車運転免許（取得後１年以上経
過）を有する方１９９,３００円

月１０日程度のローテーション勤務　月曜〜
土曜日＝１７：００〜翌日８：３０、日曜・祝日
＝８：３０〜翌日８：３０

施設管理業務
（施設巡回等）

−時給１,２００円

週５日、月曜〜金曜日７：００〜１１：００また
は１５：３０〜１９：００の間で、１日１.５〜３時
間勤務、週１５時間程度
（必要に応じ土曜日の勤務あり）

保育士補助業務

−時給１,２００円週１日、土曜日８：１５〜１２：１５または８：
３０〜１２：３０

保育園土曜日給
食調理業務

児童福祉施設の設備及び運営に関する基
準に定める要件を満たす方（保育士、幼
稚園教諭、学校教諭等）

１８４,９００円
月曜〜土曜日のうち週５日、週３０時間勤務
のシフト制（８：００〜１９：００の間で所属長
が割り振る。必要に応じ時間外勤務あり）

学童保育指導員
業務

小学校または中学校教諭免許を有する方
（取得見込み不可）で、不登校児童・生
徒の支援経験者

１８４,９００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所
属長が定める）８：３０〜１７：００

もくせい教室業
務Ａ

児童・生徒の介助、補助、指導等の実務
経験者１６２,８００円週５日、月曜〜金曜日８：００〜１６：００の間

で所属長が割り振る６時間
特別支援学級介
助員Ｂ

臨床心理士の資格を有する方（取得見込
み不可）２０１,７００円月曜〜土曜日のうち週４日（割り振りは所

属長が定める）８：３０〜１７：００教育相談員Ｂ

小学校教諭免許を有し、特別な教育ニー
ズのある児童または生徒への指導経験者１８４,９００円週５日、月曜〜金曜日８：１５〜１５：００

（７／２１〜８／２０は勤務を要しない）
特別支援教育支
援員Ａ

中学校教諭免許を有し、特別な教育ニー
ズのある児童または生徒への指導経験者１８４,９００円週５日、月曜〜金曜日８：１５〜１５：００

（７／２１〜８／２０は勤務を要しない）
特別支援教育支
援員Ｂ

業務名等　右表のとおり
年齢要件　６５歳定年制のため、昭和２６
年４月２日以降に生まれた方
※　国籍は問いません。
募集人数　いずれも若干名
面接試験日　２月１５日（月）または１９
日（金）
採用予定日　４月１日（金）
要項（申込書）配布・応募受付　２月
１日（月）～１０日（水）の午前８時３０
分～正午、午後１時～５時（土曜・日
曜日を除く）に職員課（市役所本庁舎
１階）で。郵送による応募（９日必着）
も受け付けます。
※　要項は、配布期間中に限り、市役
所第二庁舎１階受付でも配布するほ
か、市ホームページからダウンロー
ドできます。
問合先　職員課人事研修係（〒１８４－
８５０４住所不要☎０４２－３８７－９８０８）

平平成成2288年年度度
非常非常勤勤

嘱託職員募嘱託職員募集集

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　医療費が高額になった場合は、各医療保険か
ら月額の限度額を超えた分を「高額療養費」と
して支給しています。また、介護サービス費用
が高額になった場合は、介護保険から月額の限
度額を超えた分を「高額介護サービス費」とし
て支給しています。
　自己負担額をさらに軽減するために、同じ世
帯で１年間（８月～翌年７月）の各月に支払った
医療保険・介護保険の自己負担額（高額介護サ
ービス費、高額療養費の支給対象分を除いた金
額）の合計が年額の基準額（下表）を超える場合
に、超えた金額を「高額医療・高額介護合算療
養費等」として支給しています。
　今回の支給対象期間（平成２６年８月～２７年７

月）に支給対象となる被保険者の方がいる世帯
に、２月ごろに勧奨通知を送付します。
　支給時期は、４月ごろです。
その他
渇　同じ世帯でも、国民健康保険・職場の医療
保険・後期高齢者医療保険では、それぞれ別
に自己負担額を計算します。

渇　申請の受付窓口は、平成２７年７月３１日時点
で加入していた医療保険となります。

問合先　保険年金課国民健康保険係（☎０４２－
３８７－９８３３）、保険年金課高齢者医療係（☎０４２
－３８７－９８３４）、介護福祉課介護保険係（☎０４２
－３８７－９８２２）

合算した場合の自己負担限度額（平成２６年８月～平成２７年７月。年額）
７０歳未満の方

医療保険（７０歳未満）と介護保険の合算所得区分（※１）
１７６万円ア　９０１万円超
１３５万円イ　６００万円超～９０１万円以下
 ６７万円ウ　２１０万円超～６００万円以下
 ６３万円エ　２１０万円以下
 ３４万円オ　住民税非課税

※１　国民健康保険加入者に限る。職場の医療保険に加入している場合は、加入している健康保険組
合等にお問い合わせください。

７０歳以上の方
後期高齢者医療保険（７５歳
以上）と介護保険の合算

医療保険（７０～７４歳）
と介護保険の合算所得区分（※２）

６７万円６７万円現役並み所得者（課税所得１４５万円以上）

５６万円５６万円一般（課税所得１４５万円未満　または基礎控除
後の所得２１０万円以下）

３１万円３１万円区分Ⅱ（住民税非課税）

１９万円１９万円区分Ⅰ（住民税非課税　かつ世帯の所得が一定
基準以下）
※２　国民健康保険または後期高齢者医療保険加入者に限る。職場の医療保険に加入している場合
は、加入している健康保険組合等にお問い合わせください。

試
験
区
分
・
職
種　

中
級
職
（
学

童
保
育
指
導
員
）

資
格
等
要
件　

昭
和　

年
４
月
２

６１

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
児
童
福
祉
施
設
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
定

め
る
要
件
を
満
た
す
方
（
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
教
諭
等
）

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　

２
月　

日
（
日
）

２１

採
用
予
定
人
数　

１
人

採
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
日
）

要
項
配
布　

２
月
９
日
（
火
）
ま

で
の
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
お

よ
び
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付

で
配
布
す
る
ほ
か
、
配
布
期
間
中

に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
受
付　

２
月
１
日
～
９
日

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前

８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３０

５
時
に
職
員
課
で
。
郵
送
に
よ
る

応
募
（
８
日
必
着
）
も
受
け
付
け

ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
職　

種　

児
童
厚
生
員

勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
～
午

５０

後
５
時　

分
ほ
か

３５

資
格
等
要
件　

児
童
福
祉
施
設
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に

定
め
る
要
件
を
満
た
す
方
（
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
教
諭
等
）

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

２
月　

日
（
月
）

１５

採
用
予
定
日　

３
月
１
日
（
火
）

※　

採
用
日
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

２
月
８
日
（
月
）
ま
で
の
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

平
成　

年
度
育
児
休
業
代
替

２７

任
期
付
職
員
募
集

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
５
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
職　

種　

①
保
育
士
②
学
童
保
育

指
導
員

勤
務
時
間　

①
午
前
７
時
～
午
後

７
時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
②

４５

午
前
８
時
～
午
後
７
時
の
間
で
１

平
成　

年
度
任
期
付
職
員

２８

募
集

日
６
時
間　

分
～
８
時
間　

分

４５

３０

※　

い
ず
れ
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
土
曜
日
の
勤
務
あ
り
。

資
格
等
要
件　

①
保
育
士
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
②
児
童
福
祉

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
方

（
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校

教
諭
等
）

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

①
３
人
②
１
人

面
接
試
験
日　

２
月　

日
（
日
）

２１

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

２
月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１５

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１５

※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

創
業
予
定
者
や
事
業
者
の
育
成

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
す
る
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
で
あ
る
東
小
金
井
事
業
創
造
セ

ン
タ
ー（
通
称
「 
Ｋ
Ｏ
儿
Ｔ
Ｏ 
」
）

　
　

コ　
　

ー　
　

ト　
　

の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
応
募
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

募
集
施
設　

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
１
室

東
小
金
井
事
業
創
造
セ
ン

タ
ー
の
入
居
者
を
募
集
中

（
約
２
平
方
㍍
）

利
用
料
金　

月
１
万
８
千
円

利
用
期
間　

原
則
３
年

応
募
要
項　

同
セ
ン
タ
ー
、
経
済

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
で

配
布
す
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://ko

-to
.in

fo
/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

審
査
方
法　

申
請
書
お
よ
び
２
月

　

日
（
木
）
実
施
の
面
談
等
に
基

１８づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１６

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
申

請
書
等
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

東
小
金
井
事
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
〒　

儿
０
０
０
２
梶
野

１８４

町
１
儿
２
儿　

☎
０
４
２
２
儿　

３６

３１

儿
２
０
４
０
）

平
成　

年
度
市
職
員
募
集

２８

高額医療・高額介護合算制度
医療費・介護費の自己負担を軽減します
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人
口
は　

万
７
千　

人
（
男
性

１１

９７８

５
万
８
千　

人
、
女
性
５
万
９
千

４３９

　

人
）
で
、
昨
年
の
同
期
に
比
べ

５３９て　

人
増
加
し
、
世
帯
数
も
５
万

５５１
８
千　

世
帯
で
、　

世
帯
増
加
し

１１

６５５

て
い
ま
す
。
（
表
１
・
図
１
）

〈
町
別
の
人
口
・
世
帯
数
〉

　

町
別
の
人
口
は
、
本
町
が
２
万

　

人
と
最
も
多
く
、
全
人
口
の

１８３
　

・
１
％
を
占
め
、
次
い
で
東

１７町
、
緑
町
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
別
世
帯
数
も
、
本
町

が
１
万　

世
帯
と
最
も
多
く
、
全

８０８

世
帯
の　

・
６
％
を
占
め
、
次
い

１８

で
東
町
、
緑
町
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
表
１
・
図
２
）

〈
年
齢
別
の
人
口
構
成
〉

　

年
齢
別
の
人
口
で
は
、　

歳
代

４０

が
１
万
８
千　

人
と
最
も
多
く
、

５３０

住
民
基
本
台
帳

住
民
基
本
台
帳
のの

人
口
・
世
帯

人
口
・
世
帯
数数

全
人
口
の　

・
７
％
を
占
め
、
次

１５

い
で　

歳
代
が
１
万
７
千　

人

３０

６３１

で
、
全
人
口
の　

・
９
％
を
占
め

１４

て
い
ま
す
。
（
表
２
・
図
３
）

　

年
齢
構
成
の
推
移
は
、
０
～　
１４

歳
の
年
少
人
口
が　

・
９
％
（
昨

１１

年
は　

・
０
％
）
、　

歳
以
上
の

１２

６５

老
齢
人
口
が　

・
７
％
（
昨
年
は

２０

　

・
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２０（
図
４
）

 　

外
国
人
住
民
人
口
は
、
２
千　
１４３

人
（
男
性
千　

人
、
女
性
千　

６２

８１

人
）
で
、
昨
年
同
期
と
比
べ
て　
１０５

人
増
加
し
、
世
帯
数
は
千　

世
帯

２４７

で
、　

世
帯
増
加
し
て
い
ま
す
。

６８

　

国
籍
別
人
口
で
は
、
中
国
・
台

湾
が　

人
と
最
も
多
く
、
全
外
国

９５４

人
住
民
人
口
の　

・
５
％
を
占

４４

め
、
次
い
で
韓
国
・
朝
鮮
が　

人
３０４

で　

・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１４ 外
国
人
住
民

外
国
人
住
民
のの

人
口
・
世
帯

人
口
・
世
帯
数数

住民基本台帳に基づく人口 …………11万7,978人
（外国人住民人口 2,143 人を含む）

住民基本台帳に基づく世帯数 ………5万8,011世帯
（外国人住民世帯数1,247世帯を含む）

女
男

（人） （人）

109,480

109,452
109,713

110,459

110,851

113,209

116,050
117,001

117,427

117,978

113,899
111,465

0

108,000

110,000

112,000

114,000

116,000

118,000

120,000
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男

（人）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

90歳以上80代70代60代50代40代30代20代10代10歳未満

3,8943,894

2,3822,382

5,5085,508

4,2034,203

6,7006,700

6,6626,662

7,5867,586

8,2018,201

9,1559,155

9,3759,375

8,5758,575

9,0569,056

7,7517,751

8,2138,213

4,7814,781

5,0735,073

4,6084,608

4,8694,869

6,5916,591
5,6665,666

2,2632,263

10,62010,620

7,2517,251
6,1786,178

7,8677,867

4,7204,720

7,7827,782

623623
601601

1,9921,992

6,4886,4885,7725,772

9,5639,563
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※　四捨五入により合計が100%にならない場合があります。
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67.667.6

20.4

12.012.0

67.467.4

20.7

11.911.9

老齢人口（65歳以上)

年少人口（0～14歳)年少人口（0～14歳)

生産年齢人口（15～64歳)生産年齢人口（15～64歳)

981981
405405

図１　年次別人口の推移

図３　年齢構成人口

図２　町別人口

図４　年齢構成の推移

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
と
世

２８

帯
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
口
統
計
資
料
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二

庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
０
）

０４２

３８７

市の人口と世帯数市の人口と世帯市の人口と世帯数数市の人口と世帯市の人口と世帯数数

（人）表２　年齢別人口
女男総　数年　齢女男総　数年　齢
４,２００４,５０１８,７０１５０～５４５９,５３９５８,４３９１１７,９７８総数
３,３８６３,７００７,０８６５５～５９２,４５５２,５９７５,０５２０～４
３,１１８３,２２２６,３４０６０～６４２,１５３２,２７２４,４２５５～９
３,５８２３,４４０７,０２２６５～６９２,２４９２,３６８４,６１７１０～１４
２,９２４２,３３７５,２６１７０～７４２,５３２２,７０５５,２３７１５～１９
２,５８４１,８６６４,４５０７５～７９３,６０４３,９７９７,５８３２０～２４
２,３１１１,５１８３,８２９８０～８４４,１４７４,２３４８,３８１２５～２９
１,５８３８６４２,４４７８５～８９４,２２４４,４０３８,６２７３０～３４
７０２３３４１,０３６９０～９４４,３５１４,６５３９,００４３５～３９
２２８６０２８８９５～９９４,５８１４,６９３９,２７４４０～４４
５１１１６２１００以上４,５７４４,６８２９,２５６４５～４９

A AAAA AAAA AAAA AAA

表１　町別世帯と人口
人　口（人）

世帯数地　域
（町名） 女男総　数

（５９,１９６）５９,５３９（５８,２３１）５８,４３９（１１７,４２７）１１７,９７８（５７,３５６）５８,０１１総　数

（７,７７７）７,７８２（７,８２０）７,８７１（１５,５９７）１５,６５３（８,１４７）８,２３５東　町
（４,６６１）４,７２０（４,９３８）４,９９６（９,５９９）９,７１６（４,７３５）４,８１５梶野町
（５９３）６０１（６０５）６２３（１,１９８）１,２２４（５５６）５７５関野町
（７,８１１）７,８６７（７,６５６）７,６８８（１５,４６７）１５,５５５（７,３２３）７,４２５緑　町
（６,１５５）６,１７８（６,１７２）６,１３０（１２,３２７）１２,３０８（５,９３６）５,９８２中　町
（７,２５６）７,２５１（７,２８６）７,３１６（１４,５４２）１４,５６７（６,９００）６,９５４前原町
（１０,５５７）１０,６２０（９,５４５）９,５６３（２０,１０２）２０,１８３（１０,６８５）１０,８０８本　町
（２,２４３）２,２６３（２,０００）１,９９２（４,２４３）４,２５５（２,０３４）２,０６４桜　町
（５,７１２）５,６６６（５,７８７）５,７７２（１１,４９９）１１,４３８（５,３６３）５,３３４貫井北町
（６,４３１）６,５９１（６,４２２）６,４８８（１２,８５３）１３,０７９（５,６７７）５,８１９貫井南町

※　「まち」と読むのは貫井北町だけです。また、（　）内は前年同期の人口です。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
市
政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
望
み
、
ど
の
よ
う
な
ご
意
見
を
持
っ
て
い
る
か
を
お
尋
ね
す

る
た
め
、
平
成　

年
９
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
市
長
へ
の
手

２７

紙
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
（
左
表
）

　

市
政
に
望
む
重
点
項
目
を
３
点
選
ん
で
い
た
だ
く
設
問
に
対

し
て
は
、　

人
の
方
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
最
も

６１２

多
い
の
は
「
ご
み
と
ま
ち
の
美
化
」
、
第
２
位
は
「
高
齢
者
福

祉
」
、
第
３
位
は
「
財
政
・
財
務
」
で
し
た
。

　

ご
要
望
の
上
位
３
項
目
に
対
し
て
、
市
の
取
り
組
み
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、
市
の
行
財
政
運
営
へ
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
期
間　

平
成　

年
９
月　

日
～　

日

２７

１５

３０

調
査
対
象
等　

平
成　

年
７
月
１
日
現
在　

歳
以
上
で
、
住
民

２７

１８

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
千
人
の
方
を
対
象
に
、

郵
送
に
よ
る
配
票
、
回
収

回
答
者
数　
　

人
（
男
性　

人
、
女
性　

人
、
不
明　

人
）

６１２

２５５

３４７

１０

回
収
率　
　

・
６
％

３０

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

「 」 がまとまりました市長への手紙市長への手市長への手紙紙
皆さんの声を市政皆さんの声を市政にに
市政への要望項目順位

内　容項　目構成比
（％）順位

ごみの減量、ごみ処理施設などごみとまちの美化１４.２１
活躍の場、生活支援、介護予防、介護保険など高齢者福祉９.７２
財政健全化、財源確保、コスト削減など財政・財務８.５３
教育内容・方法、学習環境、学校施設など学校教育７.２４
危機管理体制、防災、防犯など地域安全５.７５
新庁舎、施設整備、諸計画整備、広域連携など計画的行政５.５６
駅周辺のまちづくり、都市計画など市街地整備５.５６
商業振興、魅力ある商店街、観光など商業５.２８
子育ち・子育て支援、子育て環境など子ども家庭福祉４.５９
検診・健康診査、医療体制、国保など健康・医療３.７１０
福祉施設、地域の福祉活動など地域福祉３.５１１
道路、交通環境、交通機関、河川など道路・河川３.２１２
市民サービス、公民連携、行政評価、市職員など行政経営３.０１３
保護者負担軽減、幼稚園支援、地域ネットワークなど幼児教育３.０１３
みどり・公園・水辺の保全・創出などみどりと水２.７１５
芸術文化活動、文化財、文化施設、文化交流など文化・芸術２.２１６
情報公開、個人情報保護、市民参加、広報・広聴など市民参加・市民協働１.７１７
イベント・各種活動、体育施設などスポーツ・レクリエーション１.７１７
生涯学習施設、生涯学習活動など生涯学習１.７１７
就労支援の充実、雇用の拡大など雇用１.５２０
住宅供給、住環境、上下水道など住宅・住環境１.５２０
地球温暖化対策、環境保全など環境保全１.５２０
新産業育成、コミュニティビジネスなど創造的産業０.７２３
市民協働、地域活動、地域情報などコミュニティネットワーク０.７２３
心のバリアフリー、生活支援、医療連携など障がい者福祉０.５２５
消費者啓発、労働環境など消費者生活・勤労者福祉０.５２５
農業振興、市民農園、地場産業など農業０.２２７
意識啓発、ワークライフバランスなど人権・平和・男女共同参画０.０２８
工業振興、住環境との調和など工業０.０２８

死

６
面
へ
続
く

〈
浅
川
清
流
環
境
組
合
の 

設
立
〉

　

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴
い
、

日
野
市
、
国
分
寺
市
お
よ
び
本
市

で
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び

運
営
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
一
部
事
務
組
合
「
浅
川
清

流
環
境
組
合
」
を
平
成　

年
７
月

２７

１
日
に
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

同
組
合
で
は
、
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
排
ガ
ス
基
準
値
を
採
用
し

た
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
平
成

　

年
度
中
の
稼
動
を
め
ざ
し
て
事

３１業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
今
後
と
も
与
え
ら
れ

た
責
任
を
着
実
に
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
施
設
建

設
予
定
地
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

様
を
は
じ
め
と
し
た
日
野
市
民
の

皆
様
な
ら
び
に
日
野
市
関
係
者
の

皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
、
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
の
推
進
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
可
燃
ご
み
の
処
理
状
況
〉

　

昭
和　

年
に
設
立
さ
れ
た
二
枚

３２

橋
衛
生
組
合
が
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
平
成　

年
３
月
末
に
全
焼

１９

却
炉
の
運
転
を
停
止
し
て
以
降
、

本
市
の
可
燃
ご
み
は
、
多
摩
地
域

ご
み
処
理
広
域
支
援
体
制
実
施
要

綱
に
基
づ
き
、
多
摩
地
域
の
各
団

体
に
全
量
の
処
理
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
可
燃
ご
み
の
処

２７

理
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
衛
生
組

合
（
構
成
市
＝
稲
城
市
、
狛
江

市
、
府
中
市
、
国
立
市
）
、
国
分

寺
市
、
昭
島
市
、
西
多
摩
衛
生
組

合
（
構
成
市
＝
青
梅
市
、
福
生

市
、
羽
村
市
、
瑞
穂
町
）
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
市
内
で
発
生
す

る
可
燃
ご
み
の
全
量
を
滞
り
な
く

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み

で
す
。
各
団
体
の
施
設
周
辺
に
お

住
ま
い
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
焼
却
処
理
に
よ
り
発
生

す
る
焼
却
灰
は
、
本
市
も
加
入
し

て
い
る
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
が
管
理
・
運
営
す
る
東
京
た

ま
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
に
搬
入

さ
れ
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
組
合
は
、
多
摩　

万
都
民
の

４００

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
廃
棄
物

の
最
終
処
分
を
行
っ
て
お
り
、
地

元
で
あ
る
日
の
出
町
の
皆
様
の
、

日
ご
ろ
か
ら
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
定
的
な
可
燃
ご
み
処
理
体
制

の
確
立
に
向
け
て
事
業
は
進 
捗 
し

ち
ょ
く

て
い
ま
す
が
、
新
可
燃
ご
み
処
理

施
設
が
稼
働
す
る
ま
で
の
間
は
、

そ
の
処
理
を
多
摩
地
域
の
各
団
体

に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
循
環

型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
各
施
設
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

様
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
へ
の

ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
引
き

続
き
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

〈
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策
〉

ご
み
減
量
の
基
本
は
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
か
ら

　

ご
み
の
減
量
で
、
最
も
大
切
な

こ
と
は
ご
み
に
な
る
も
の
を
元
か

ら
減
ら
す
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）
で
す
。
「
生
ご
み
は
水
切
り

袋
等
を
使
用
し
て
水
を
切
る
」「
マ

イ
バ
ッ
グ
や
水
筒
、
マ
イ
は
し
を

持
ち
歩
く
」「
買
い
す
ぎ
な
い
」「
食

べ
残
さ
な
い
」
「
無
駄
な
包
装
は

し
な
い
」
「
使
い
捨
て
の
も
の
は

使
わ
な
い
」
「
必
要
の
な
い
も
の

は
も
ら
わ
な
い
」
等
日
々
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
発
生
抑
制
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
優
先
し
て
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
ご
み
減
量
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
発
生
抑
制
に
取
り
組
ん

だ
後
に
大
切
な
こ
と
は
、
使
え
る

も
の
は
何
度
で
も
再
使
用
す
る

（
リ
ユ
ー
ス
）
、
分
別
を
徹
底
し

資
源
に
な
る
も
の
を
捨
て
ず
に
再

生
利
用
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
で

す
。　　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
ご
み
の

減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

啓
発
施
策
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

ご
み
の
減
量
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
の
啓
発
施
策
と
し
て
、

市
内
の
駅
頭
や
市
民
ま
つ
り
会
場

等
で
、
水
切
り
袋
等
の
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
す
る
ご
み
減
量
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
啓
発
施
策
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周
知
し
、
継

続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ち
ら

し
の
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
く
た
め

の
啓
発
施
策
と
し
て
、
ご
み
減
量

啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
お

よ
び
冊
子
を
活
用
し
、
市
内
小
・

中
学
校
、
子
ど
も
会
、
自
治
会
、

各
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
張
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
出
張
講
座
の
募

集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配
信
（
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
）

　

平
成　

年
６
月
か
ら
市
民
の
皆

２７

さ
ん
が
ご
み
の
収
集
日
や
分
別
方

ご
み
と
ま
ち
の
美

ご
み
と
ま
ち
の
美
化化

１
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法
等
を
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
、
ご
み
分
別
ア

プ
リ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
ご
み
の
収
集

日
や
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の
出
し

方
等
、
ご
み
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
す
る
、
と
て
も
便

利
な
ア
プ
リ
な
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

 
▽　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

端
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り

リ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
用
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ｉ
ｏ
ｓ
版
（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
）
と
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ

ｉ
ｄ
版
（
携
帯
電
話
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

※　

通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

 
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
）

　

燃
や
す
ご
み
や
不
燃
系
ご
み
の

発
生
抑
制
を
図
る
た
め
、
リ
ユ
ー

ス
食
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
治
会
等
に
よ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
祭
り
の
際
に
使
用
す
る

使
い
捨
て
容
器
や
割
り
ば
し
等
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
の ホーム画面iOS版 Android版

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金
制
度
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
自
家
処
理
す
る
た
め
の
生
ご
み

減
量
化
処
理
機
器
を
購
入
す
る
市

内
在
住
者
に
対
し
、
購
入
費
用
の

　

％
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

８０て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
乾
燥
型
電
動
生
ご
み
処

理
機
を
使
用
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
生
ご
み
乾
燥
物
の
戸
別
・
拠

点
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
生
ご
み
堆
肥
化
施
策
（
リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
、
市

立
保
育
園
お
よ
び
一
部
の
集
合
住

宅
の　

か
所
に
乾
燥
型
電
動
生
ご

２３

み
処
理
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

投
入
さ
れ
た
生
ご
み
は
、
乾
燥
型

電
動
生
ご
み
処
理
機
で
乾
燥
処
理

し
た
後
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥

を
製
造
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布

は
、
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
２

時
（
祝
日
を
除
く
）
に
、
中
町
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
所
横
（
中
町
３
儿

　

儿　

）
で
行
っ
て
い
ま
す
の

１９

１６

生ごみ減量化処理機器

で
、
希
望
す
る
方
は
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
教

室
、
循
環
型
社
会
体
験
（
エ
コ
ベ

ジ
タ
ブ
ル
）
教
室
等
の
各
種
講
習

会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

く
つ
・
か
ば
ん
類
の
拠
点
回
収

（
リ
ユ
ー
ス
）

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
く
つ
・

か
ば
ん
類
の
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
国

内
外
で
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
２
時
～
３
時　

分
に
、
中
町

３０

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

難
再
生
古
紙
の
拠
点
回
収
（
リ
サ

イ
ク
ル
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
な
た
め
、

燃
や
す
ご
み
と
し
て
収
集
し
、
焼

却
処
理
を
し
て
い
た
紙
コ
ッ
プ
や

紙
皿
等
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
や
、

感
熱
紙
等
の
「
難
再
生
古
紙
」
の

拠
点
回
収
を
市
内　

か
所
で
実
施

１１

し
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
「
難
再

生
古
紙
」
は
資
源
化
さ
れ
、
燃
や

す
ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
さ
だ
い
。

ざ
つ
が
み
の
分
別
施
策
（
リ
サ
イ

ク
ル
）

　

燃
や
す
ご
み
の
中
に
は
、
メ
モ

用
紙
や
は
が
き
等
、
資
源
に
な
る

ざ
つ
が
み
が
多
く
混
入
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
ざ
つ
が

み
は
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
」
に
な
る
こ
と
を
広
く
周
知

す
る
た
め
、
市
で
は
、
ざ
つ
が
み

リ
サ
イ
ク
ル
袋
を
作
成
し
て
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ざ
つ

が
み
の
分
別
方
法
や
ざ
つ
が
み
リ

サ
イ
ク
ル
袋
の
作
り
方
に
つ
い

て
、
ち
ら
し
を
全
戸
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
ざ

つ
が
み
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

枝
木
・
雑
草
類
・
落
ち
葉
の
分
別

施
策
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

燃
や
す
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資

源
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
家

庭
で 
剪 
定
し
た
枝
木
・
雑
草
類
・

せ
ん

落
ち
葉
を
無
料
で
回
収
し
、
資
源

化
し
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
お
よ
び
電
子
申
請
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
生

利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、
不
燃
系
の
ご
み
の
減
量
や

レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
等
適
正
な
処

理
お
よ
び
資
源
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
収
集
さ
れ
た
不
燃
系
ご

み
に
含
ま
れ
る
使
用
済
小
型
電
子

機
器
等
を
中
間
処
理
場
で
選
別
・

回
収
し
て
い
ま
す
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
に
お
い
て
、
古

紙
等
の
資
源
物
を
持
ち
去
る
行
為

を
禁
止
す
る
内
容
の
条
例
改
正

が
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
施
行

２８

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
政
回
収

や
集
団
回
収
で
、
資
源
物
を
排
出

し
た
人
の
意
図
し
な
い
者
に
よ
る

古
紙
等
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止

す
る
も
の
で
す
。
持
ち
去
り
行
為

が
発
生
し
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
情
報
を
周
知
し
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

〈
燃
や
す
ご
み
の
減
量
〉

　

平
成　

年
度
の
燃
や
す
ご
み
の

２６

処
理
量
は
１
万
２
千　

㌧
と
な

５７７

り
、
こ
れ
を
平
成　

年
度
の
１
万

２５

▽
短
期
入
所
療
養
介
護

▽
居
宅
療
養
管
理
指
導

▽
福
祉
用
具
貸
与

▽
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

▽
福
祉
用
具
購
入
費
（
腰
掛
便

座
・
入
浴
用
い
す
等
）
の
支
給

▽
住
宅
改
修
費
（
手
す
り
の
設

置
・
段
差
の
解
消
等
）
の
支
給

入
所
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
施
設

▽
介
護
老
人
福
祉
施
設

▽
介
護
老
人
保
健
施
設

▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
原

則
と
し
て
市
内
の
事
業
所
の
み
利

用
で
き
ま
す
。

▽
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

▽
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

▽
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

▽
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護

〈
総
合
相
談
・ 

介
護
予
防
事
業
等
〉

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
、
地

域
で
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
相
談
を
受
け
る
と

と
も
に
、
介
護
予
防
関
係
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

在
宅
で
の
生
活
や
介
護
・
認
知
症

の
相
談

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
や
す
ら
ぎ
支
援
員
の
訪
問

地
域
支
援
の
協
力
体
制

▽
高
齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業

も
っ
と 
活 
き
活
き
介
護
予
防

い

▽
小
金
井
さ
く
ら
体
操
自
主
グ
ル

ー
プ
の
育
成

〈
生
活
支
援
事
業
〉

　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

６５
た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
等
の
方
の

自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る
た

め
、
各
種
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
対
象
者
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
に
必
要
な
援
助

▽
高
齢
者
特
別
生
活
援
助

▽
自
立
支
援
日
常
生
活
用
具
の
給

付
▽
自
立
支
援
住
宅
改
修
の
給
付

▽
住
宅
改
修
相
談
の
実
施

▽
寝
具
乾
燥
の
実
施

▽
食
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

▽
緊
急
配
食
サ
ー
ビ
ス

▽
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

▽
こ
と
ぶ
き
理
容
券
の
給
付

日
常
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
へ
の
見
守
り

▽
高
齢
者
福
祉
電
話
の
貸
与

▽
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与

▽ 
徘  
徊 
高
齢
者
探
知
機
器
の
貸
与

は
い 
か
い

▽
ひ
と
声
訪
問
の
実
施

▽
友
愛
活
動
員
の
訪
問
の
実
施

 !
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問
合
先　
　

介
護
福
祉
課

▽　

介
護
保
険
制
度
＝
介
護
保

険
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２

０４２

３８７

２
）

▽　

総
合
相
談
・
介
護
予
防
事

業
等
＝
包
括
支
援
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
５
）

３８７

▽　

生
活
支
援
事
業
＝
高
齢
福

祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

３
）

　

本
市
の
高
齢
者
の
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は　

％
を
超
え
、
高
齢

２０

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
に
な

っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の

人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

〈
介
護
保
険
制
度
〉

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
な

ど
の
介
護
や
予
防
の
費
用
を
社
会

全
体
で
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
財
政
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
に
必
要
と
な
る
財
源
の

う
ち
、
半
分
は
公
費
（
国
・
都
・

市
）
で
、
残
り
の
半
分
は　

歳
以

４０

上
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護

保
険
料
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
や
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
、
基
本
的
に
利
用

料
の
１
割
ま
た
は
２
割
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
残
る
９
割
ま
た
は

８
割
は
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま

す
。

　

介
護
保
険
給
付
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
の
申
請
を
行
い
、
介
護

あ
る
い
は
支
援
の
必
要
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
の
必
要
が
あ
る
（
要
介
護
）

と
認
定
さ
れ
た
方
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
、
支
援
の
必
要
が
あ
る
（
要

支
援
）
と
認
定
さ
れ
た
方
は
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
も
、
介
護
予
防
教
室
な
ど
の
地

域
支
援
事
業
や
、
市
が
提
供
す
る

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護

福
祉
課
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

介
護
保
険
に
関
す
る
申
請
や
相

談
は
介
護
福
祉
課
で
お
受
け
し
て

い
ま
す
が
、
お
近
く
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
や
介
護
保
険
施
設
で
も
要

介
護
（
要
支
援
）
認
定
の
申
請
を

代
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

在
宅
で
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
、
要
介
護
の
方
は

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
が
作
成
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
に
基
づ

い
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま

す
。
要
支
援
の
方
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
作
成
す
る
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
た
介

護
予
防
に
効
果
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。

在
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

▽
訪
問
介
護

▽
訪
問
入
浴
介
護

▽
訪
問
看
護

▽
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
通
所
介
護

▽
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
短
期
入
所
生
活
介
護

〈
財
政
健
全
化
の
状
況
と 

市
の
抱
え
る
課
題
〉

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

性
に
つ
い
て
統
一
的
な
指
標
で
明

ら
か
に
し
、
財
政
の
健
全
化
や
再

生
が
必
要
な
場
合
に
迅
速
な
対
応

を
取
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
が
平
成　

年
４
月
に
全
面
施

２１

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
で

も
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資

２
千　

㌧
と
比
較
す
る
と
、　

５５７

２０

㌧
、
約
０
・
２
％
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。　　

　

本
市
は
、
燃
や
す
ご
み
の
処
理

を
多
摩
地
域
の
各
団
体
に
お
願
い

し
て
お
り
、
施
設
周
辺
に
お
住
ま

い
の
皆
様
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様

へ
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

さ
ら
に
燃
や
す
ご
み
の
減
量
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
よ

り
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
深
く

感
謝
し
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
も

ご
み
の
減
量
に
向
け
た
施
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 !

#

"

$

%%%%

%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

ご
み
対
策
課
減
量
推

進
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

５
）

高
齢
者
福

高
齢
者
福
祉祉

２

財
政
・
財

財
政
・
財
務務

３

生ごみ処理機への投入のようす

ざつがみリサイクル袋
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

市
税
の
口
座
振
替
は
、
指
定
の

預
・
貯
金
口
座
か
ら
、
各
納
期
限

の
日
に
各
種
の
税
を
自
動
的
に
納

付
す
る
制
度
で
す
。

　

忙
し
い
方
や
不
在
が
ち
の
方
に

は
、
納
め
忘
れ
の
心
配
や
金
融
機

関
な
ど
に
出
向
く
手
間
が
省
け
る

た
め
、
大
変
便
利
な
制
度
で
す
。

　

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
分
）
で
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
年

金
天
引
き
分
は
、
普
通
徴
収
へ
の

変
更
手
続
を
す
る
こ
と
で
口
座
振

替
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
市
・
都
民
税
の
年
金
天
引
き

分
は
、
口
座
振
替
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
で
申
し
込
み
後
、
手

続
き
完
了
ま
で
に
、
１
か
月
半
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
申
込
用
紙
（
口

座
振
替
依
頼
書
）
は
、
市
内
の
金

融
機
関
の
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。
市
外
の
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
の
方
は
、
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
課
窓
口
で
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

後
、
手
続
き
完
了
ま
で
に
、
２
週

間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
預
・
貯
金

口
座
名
義
人
が
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
継
続

検
査
（
車
検
）
用
納
税
証
明
書
の

送
付
に
納
期
限（
５
月
末
）後
２
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
６
月

車
検
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
管
理
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
５
）

３８７

　

６
月
４
日
（
土
）
に
開
催
す
る

黄
金
井
名
物
市
を
一
緒
に
作
り
上

げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
２
月　

日
（
水
）
か

１７

ら
、
月
に
１
・
２
回
、
夜
間
に
開

催
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
平

成　

年
２
月
１
日
現
在　

歳
以
上

２８

１８

の
方

募
集
人
員　
　

人
程
度
（
多
数
抽

１０

選
）

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
電

１５

話
で
商
工
会
（
☎　

儿　

儿
８
７

０４２

３８１

６
５
）
へ
。

 　

４
月
２
日
（
土
）
、
３
日
（
日
）

に
都
立
小
金
井
公
園
で
開
催
す
る

小
金
井
桜
ま
つ
り
に
出
店
し
ま
せ

ん
か
。

出
店
条
件　

▽
市
内
商
店
会
、
飲

第　

回
小
金
井
桜
ま
つ
り

６２
新
規
出
店
者
募
集

料
組
合
、
商
工
会
等
に
加
入
し
て

い
る
こ
と　

▽
飲
食
関
係
は
食
品

衛
生
責
任
者
再
教
育
・
実
務
講
習

会
Ａ
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と

（
受
講
し
て
い
な
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

※　

そ
の
他
詳
細
は
応
募
し
た
方

に
説
明
し
ま
す
。

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
フ

１０

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
「　
６２

桜
ま
つ
り
出
店
希
望
」・
住
所
・

店
名
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
観
光
協
会
（
☎　

儿　

儿
３
９

０４２

３１６

８
０ 
　

儿　

儿
３
９
８
１
死in

０４２

３１６

fo
@
ko
gan
ei-kan

ko
.jp

）
へ
。

 
募
集
内
容　

▽
ポ
イ
ン
ト
方
式
に

よ
る
募
集
（
家
族
向
け
の
み
）
▽

単
身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す

使
用
者
向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住

宅　

▽
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使

用
住
宅

申
込
書
等
配
布　

２
月
１
日

（
月
）
～
９
日
（
火
）
に
、
ま
ち

FAX
都
営
住
宅
入
居
者
募
集

づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
）
、
管
財
課
（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施

設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.to
-ko
u
sy

a
.o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
・
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
、郵
送
で
渋
谷
郵
便
局
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
都
営
住
宅
募
集

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０１０

　

＝
２
月
２
日
～　

日
、
☎　

儿

８１０

１０

０３

３
４
９
８
儿
８
８
９
４
）
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
６
１
）

３８７
 　

児
童
・
生
徒
が
抱
え
る
多
様
な

課
題
の
解
決
に
向
け
、
教
育
の
分

野
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　

４
月
１
日
～
平
成　
２９

年
３
月　

日
３１

報　

酬　

１
時
間
２
千
円
（
交
通

費
は
支
給
し
ま
せ
ん
）

応
募
資
格　

社
会
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
不
可
）

募
集
人
数　

若
干
名
（
書
類
・
面

接
に
よ
る
選
考
）

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
社
会
福
祉
士
資
格
証

の
写
し
を
添
え
て
指
導
室
指
導
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
７
）
へ
。

 　

同
喫
茶
棟
は
、
３
月　

日
で
、

３１

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
募
集

市
立
は
け
の
森
美
術
館

喫
茶
棟
の
営
業
を
一
時
休
止

営
業
を
一
時
休
止
し
ま
す
。
営
業

再
開
時
期
は
未
定
で
す
が
、
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

文
化
推
進
係
（
☎　

儿　

儿
９
９

０４２

３８７

２
３
）

 　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
図
書
館
本

館
・
各
分
室
を
次
の
期
間
休
館
し

ま
す
。

期　

間

▽　

本
館
・
別
館
・
前
原
町
西
之

台
会
館
図
書
室
＝
２
月　

日
１８

（
木
）
～　

日
（
火
）

２３

▽　

緑
分
室
＝
２
月　

日
（
火
）

２３

～　

日
（
金
）

２６

▽　

東
分
室
・
貫
井
北
分
室
＝
２

月　

日
（
水
）
～　

日
（
金
）

２４

２６

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
 　

イ
ラ
イ
ラ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
子

育
て
や
親
育
ち
の
ヒ
ン
ト
を
、
主

夫
経
験
を
も
つ
父
親
の
視
点
か
ら

お
話
し
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
水
）
午
前

２４

　

時　

分
～　

時　

分

１０

１５

１１

４５

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

関
戸
博
樹
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
冒
険
遊
び
場
づ
く
り

協
会
理
事
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（　

人
。
２

１５

月
１
日
か
ら
要
事
前
申
込
）

申　

込　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

保
育
の
希
望
の
有
無
（
希
望
す
る

場
合
は
子
ど
も
の
年
齢
・
性
別
）

を
明
記
し
、
小
金
井
子
育
て
・
子

図
書
館
特
別
休
館
の

お
知
ら
せ

講
演
会
儿
自
分
の
「
怒
り
の

ス
イ
ッ
チ
」
を
知
ろ
う
！
主

夫
に
な
っ
た
パ
パ
が
み
つ
け

た
育
児
ス
ト
レ
ス
と
の
つ
き

あ
い
方

育
ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

事
務
局
・
水
谷
（
☎　

儿
６
４
８

０７０

８
儿
５
７
３
１
死ko

ga
n
ei.k.k

.n
etw
k@
gm
ail.co

m

）
へ
。

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
前

２０

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

２
月
６
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
、
市

議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
平
成　

年
度
の
健
全
化
判

２６

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
い
ず

れ
も
基
準
数
値
以
下
と
な
っ
て
お

り
、
健
全
な
範
囲
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
債
（
借
金
）
の
残
高
に
お
い

て
は
、
平
成　

年
度
末
は
約　

億

２３

３１５

円
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

２６

末
に
は
約　

億
円
と
な
り
、
こ
の

２８２

う
ち
将
来
の
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
と
も
い
え
る
特
例
債
（
赤
字

債
）
は
平
成　

年
度
末
の
約　

億

２３

１３５

円
か
ら
平
成　

年
度
末
に
は
約　

２６

１１３

億
円
と
な
る
な
ど
、
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
市
の
財
政
運

営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

も
、
市
で
は
第
４
次
基
本
構
想
・

前
期
基
本
計
画
の
将
来
像
「
み
ど

り
が
萌
え
る
・
子
ど
も
が
育
つ
・

き
ず
な
を
結
ぶ　

小
金
井
市
」
を

実
現
す
る
た
め
、
数
多
く
の
事
業

が
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
、

多
く
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収

入
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

傾
向
が
続
く
中
で
、
現
時
点
で
は

一
定
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
今
後
は
少
子
高
齢
化
の
進
展

な
ど
に
よ
り
歳
入
の
増
加
を
見
込

む
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、

財
源
確
保
が
非
常
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
市
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
ご
み
処
理
施
設
関
連
事

業
の
推
進
、
保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
、
新
庁
舎
等
公
共
施
設
の
計

画
的
整
備
と
有
効
活
用
、　

武
蔵

ＪＲ

小
金
井
、　

東
小
金
井
両
駅
の
周

ＪＲ

辺
整
備
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
た
減
災
対
策
等
に
多
額
の
財

源
を
必
要
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に

社
会
保
障
関
連
経
費
の
自
然
増
が

続
く
な
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

対
応
の
た
め
に
取
り
崩
す
こ
と
が

で
き
る
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
状

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
機
的
な

財
源
不
足
が
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
長
期
的
な
視
点
で
の
財
政

負
担
も
考
慮
し
な
が
ら
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
行

政
課
題
の
優
先
度
を
明
確
に
し
、

さ
ら
な
る
財
源
の
確
保
と
歳
出
の

削
減
を
と
も
に
進
め
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〈
財
政
健
全
化
に
向
け
た 

市
の
取
り
組
み
〉

　

市
は
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
第
３
次

２２

行
財
政
改
革
大
綱
（
以
下
「
大

綱
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
、
歳
出

の
削
減
や
歳
入
の
確
保
な
ど
の
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
削
減
で
は
、
給
与
構
造

改
革
や
東
京
都
給
料
表
の
導
入
・

現
給
保
障
制
度
の
段
階
的
解
消
な

ど
に
よ
る
本
給
の
引
き
下
げ
、
住

宅
手
当
・
扶
養
手
当
等
の
引
き
下

げ
や
、
職
員
数
の
見
直
し
な
ど
、

職
員
人
件
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
平
成

　

年
度
決
算
ま
で
は　

％
を
超
え

１３

３０

て
い
た
人
件
費
比
率
が
平
成　

年
２６

度
決
算
で
は
多
摩　

市
平
均

２６

（　

・
８
％
）
ま
で
あ
と
一
歩
の

１４

　

・
６
％
に
ま
で
改
善
し
ま
し

１６た
。

　

歳
入
の
確
保
で
は
、
自
主
財
源

で
あ
る
税
収
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
課
税
分
か
ら
、
金
融

２５

機
関
等
の
窓
口
や
口
座
振
替
で
の

納
付
に
加
え
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税
（
市
・

都
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
）
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
を
納
付

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
市
窓

２６

口
で
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
な
ど
、
納
付
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
が
保
有
す
る
低
未
利

用
の
土
地
の
売
却
な
ど
資
産
の
有

効
活
用
を
進
め
て
お
り
、
平
成　
２６

年
度
決
算
で
は
２
千
万
円
を
超
え

る
歳
入
の
確
保
や
小
金
井
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
導
入
等
あ
ら
ゆ
る
広
告
媒
体

を
活
用
し
広
告
収
入
の
拡
充
に
努

め
た
ほ
か
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
綱
で
計
画
し
て
い
た

業
務
の
見
直
し
な
ど
の
取
り
組
み

が
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い

こ
と
な
ど
、
計
画
に
遅
れ
が
出
て

い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
綱
に
掲
げ
た
目

標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
（
地
方

公
共
団
体
の
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
比
率
）
に
つ
い
て
は
、
目

標
で
あ
る　

％
台
後
半
に
対
し

８０

て
、
平
成　

年
度
決
算
で　

・
５

２６

９４

％
と
な
り
、
財
政
健
全
化
の
た
め

の
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
今
後
の
市
の
取
り
組
み
〉

　

現
在
、
市
は
、
危
機
的
な
財
源

不
足
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
自
立
し
た

行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
財
政
規
律
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機
意

識
を
持
ち
、
わ
か
り
や
す
い
情
報

の
発
信
に
よ
る
課
題
の
見
え
る
化

と
共
有
化
、
理
解
と
尊
重
に
よ
る

課
題
解
決
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
財
政
健

全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 !
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問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政

策
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０

０４２

３８７

０
）

市
税
の
納
付

市
税
の
納
付
はは

便
利
な
口
座
振
替

便
利
な
口
座
振
替
でで

黄
金
井
名
物
市

実
行
委
員
募
集

第16回
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ス
ギ
花
粉
症

　

ス
ギ
花
粉
症
と
は
、
ス
ギ
花

粉
が
原
因
で
く
し
ゃ
み
、鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
鼻

の
症
状
以
外
に
、
目
の
か
ゆ

み
、
の
ど
の
か
ゆ
み
、 
咳 
、
頭

せ
き

が
重
い
感
じ
な
ど
の
症
状
も
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
関
東
地

方
で
は
１
月
下
旬 
頃 
か
ら
４
月

ご
ろ

下
旬
頃
ま
で
ス
ギ
花
粉
が
飛
び

ま
す
。
ス
ギ
花
粉
が
飛
ぶ
時
期

に
症
状
が
出
ま
す
が
、
少
し
遅

れ
て
発
症
す
る
ヒ
ノ
キ
花
粉
症

も
あ
る
人
は
５
月
頃
ま
で
症
状

が
長
引
き
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
薬
物
治
療
、
ア

レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
、
レ
ー
ザ

ー
治
療
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
薬

物
治
療
と
し
て
は
飲
み
薬
、
点

鼻
薬
、点
眼
薬
が
あ
り
ま
す
が
、

症
状
が
出
る
前
か
ら
薬
を
飲
み

始
め
る
と
症
状
が
軽
く
す
む
の

で
、
飛
散
開
始
予
測
日
の
１
週

間
前
を
め
ど
に
内
服
を
開
始
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ア
レ
ル

ゲ
ン
免
疫
療
法
と
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
物
質
を
少
量
か
ら

使
用
す
る
こ
と
で
、
体
を
ア
レ

ル
ギ
ー
か
ら
慣
ら
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
や
わ
ら
げ
る
治
療

法
で
、
注
射
す
る
方
法
と
舌
下

投
与
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
治
療
は
、
レ
ー
ザ
ー

で
鼻
の
粘
膜
を
焼
く
こ
と
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
に

く
く
す
る
方
法
で
す
。

　

生
活
上
の
注
意
点
と
し
て

は
、
花
粉
に
接
触
し
な
い
よ
う

に
工
夫
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。外
出
時
に
は
マ
ス
ク
、メ
ガ

ネ
な
ど
を
使
用
し
、
花
粉
の
目

や
鼻
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
晴
れ
た
日
、
風
の

強
い
日
な
ど
は
、
花
粉
が
飛
び

や
す
い
た
め
、
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
帰
宅
時
は
玄
関
に
入

る
前
に
、
衣
類
に
付
着
し
た
花

粉
を
払
い
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
や
洗
顔
、う
が
い
を
行

い
、
花
粉
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ

う
。
洗
濯
物
は
な
る
べ
く
屋
内

に
干
し
ま
し
ょ
う
。
外
に
干
し

て
い
た
洗
濯
物
な
ど
は
、
付
着

し
た
花
粉
を
払
い
落
と
し
て
か

ら
取
り
込
み
ま
し
ょ
う
。

　

小
金
井
市
医
師
会畔

田　

浩
明

　市内中学生から応募のあった、薬物乱用防止ポスター２３５点・標語
１,５０６点のうち小金井地区協議会にて選出した入賞者１８人の生徒を平
成２７年１２月３日に表彰し、記念品を贈呈しました。

薬物乱用防止ポスター・標薬物乱用防止ポスター・標語語
入賞者の表彰式を行いまし入賞者の表彰式を行いましたた

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

　

気
管
支
ぜ
ん
息
（　

歳
未
満
の

１８

方
は
、
慢
性
気
管
支
炎
、
ぜ
ん
息

性
気
管
支
炎
、
肺
気
し
ゅ
も
対

象
）
疾
患
に
つ
い
て
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
を
対
象
に
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
の
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
の
認
定
期
間
は
、
申
請
日

か
ら
２
年
経
過
し
た
直
近
の
誕
生

月
末
日
ま
で
で
、
２
年
ご
と
に
更

新
申
請
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず

に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に　

歳
以
上
の
方
は
、
更

１８

新
手
続
き
を
忘
れ
、資
格
を
喪
失

す
る
と
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

  
と　

き　

３
月
２
日
（
水
）
午
後

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

講　

師　

田
中
康
雅
さ
ん
（
小
金

井
歯
科
医
師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

歯
科
健
康
講
演
会　

食
べ
方
で
歯
並
び
が

良
く
な
る　
　？！

儿
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

３
月
５
日
（
土
）
、　
１２

日
（
土
）
午
前　

時
～
午
後
１
時

１０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
日
２
日
間
コ
ー
ス
）

話
、
妊
婦
体
操
、
も
く
浴
実
習
等

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

就
労
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
妊
婦

１
人
で
の
参
加
も
可
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２４

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
８
月
生
ま
れ

２５

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年
２
月
生

２７

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

３
月
７
日
（
月
）
午
後

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら
（
終
了
は
３
時
ご

３０
ろ
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

妊
婦
歯
科
健
診

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 　

妊
娠
期
・
授
乳
期
の
栄
養
に
つ

い
て
、
実
習
も
交
え
な
が
ら
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

パ
パ
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来

は
お
子
さ
ん
の
健
康
維
持
に
役
立

ち
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
前

１９

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね
妊
娠　

週
ま

３０

で
の
妊
婦
の
方
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の

参
加
も
可

※　

初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

３
月　

日
（
木
）
午
後

１０

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方

　

平
成　

年
度
保
育
施
設
（
事

２８

業
者
）
利
用
申
請
二
次
募
集
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月　

日
（
月
）

１５

～
３
月
４
日
（
金
）
午
前
８
時

　

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

３０曜
日
を
除
く
）

受
入
予
定
人
数　

市
報
３
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新

し
ま
す
。

　

利
用
希
望
者
が
保
育
施
設

（
事
業
者
）
の
受
入
予
定
人
数

を
超
え
た
と
き
は
、
一
定
の
基

準
に
従
い
、
保
育
を
必
要
と
す

る
要
件
の
高
い
児
童
か
ら
順
次

利
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

０
歳
児
は
、
生
後　

日
目
以

５７

降
か
ら
利
用
対
象
と
な
り
ま

す
。

申
請
基
準　

保
育
施
設
（
事
業

者
）
へ
利
用
申
請
で
き
る
児
童

は
、
そ
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も

が
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
保
育

に
当
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※　

平
成　

年
５
月
１
日
時
点

２８

で
育
児
休
業
を
取
得
中
の
方

は
、
平
成　

年
４
月
１
日
利

２８

用
開
始
の
要
件
に
該
当
し
ま

せ
ん
。
育
児
休
業
取
得
対
象

児
以
外
の
お
子
さ
ん
も
同
様

で
す
。

利
用
料　

保
護
者
の
住
民
税
所

得
割
額
（
市
町
村
民
税
の
み
）

に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
請
書
等
配
布　

保
育
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
３
階
）
と
各
施

設
（
事
業
者
）
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

必
要
書
類
等　

▽
支
給
認
定
申

請
書
兼
保
育
施
設
等
利
用
申
請

書　

▽
勤
務
証
明
書
等
現
況
を

証
明
す
る
書
類　

▽
平
成　

年
２７

度
住
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書

（
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２７

小
金
井
市
に
住
民
票
が
な
い
場

合
）

※　

世
帯
の
状
況
に
よ
り
提
出

す
る
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
保
育
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

必
要
書
類
を
持
参

の
う
え
、
直
接
、
保
育
課
へ
。

（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
等
不
可
）

　

平
成　

年
度
保
育
施
設
（
事

２７

業
者
）
利
用
申
請
は
、
平
成　
２８

年
３
月　

日
で
有
効
期
限
が
切

３１

れ
ま
す
の
で
、
平
成　

年
４
月

２８

以
降
も
引
き
続
き
入
所
を
希
望

す
る
場
合
は
、
受
付
期
間
内
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

市
外
の
保
育
施
設
（
事
業

者
）
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
締
切
日
・
必
要
書
類

等
が
各
市
区
町
村
・
施
設
で

異
な
り
ま
す
の
で
、
確
認
の

う
え
、
早
め
に
保
育
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
６
）

０４２

３８７

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

３
月
３
日
～　

日
の
毎

２４

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

む
し
歯
予
防
教
室

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

平
成　

年
度
保
育
施
設
等
の

２８

利
用
申
請
二
次
募
集
受
付

大
気
汚
染
医
療
費

助
成
制
度

医
療
券
の
更
新
を

忘
れ
ず
に
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U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

ところ・申込先と　き対象地域

小金井みなみ地域包括
支援センター
（☎０４２－３８８－８４００）

２／８（月）
１０：００～１２：００

本町６丁目、前原
町、貫井南町

小金井ひがし地域包括
支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

　／１８（木）
１３：３０～１５：００

東町、中町、本町
１丁目

小金井きた地域包括支
援センター
（☎０４２－３８８－２４４０）

　／１８（木）
１３：３０～１５：３０

梶野町、関野町、
緑町、本町２・３
丁目、桜町１・３
丁目

ところ＝公民館貫井北
分館学習室Ｃ、申込先
＝小金井にし地域包括
支援センター
（☎０４２－３８６－７３７３）

　／１８（木）
１４：３０～１６：００

本町４・５丁目、
桜町２丁目、貫井
北町

　６５歳以上の要支援・要介護認定を受けていない方に、健康づ
くりやもの忘れ予防に役立つ情報の
ご案内や相談を行います。（１人３０
分程度）
とき・ところ等　下表のとおり
申　込　２月１日から、電話で各地
域包括支援センターへ。

介護予防相談会

〈
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
健
康 

講
座
儿　

歳
か
ら
の
健
康 

６０

気
功
〉

　

気
功
を
通
じ
て
、
心
も
体
も
健

康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
も

簡
単
に
で
き
る
動
作
で
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
金
）
午
前

１９

９
時　

分
～　

時　

分

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

講　

師　

三
代
公
映
さ
ん
（
気
功

講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
学
習
教
室
・
子
ど
も
英
語

教
室
〉

　

学
習
教
室
で
は
基
礎
学
力
の
向

上
を
め
ざ
し
、
ま
た
、
子
ど
も
英

語
教
室
で
は
ゲ
ー
ム
や
歌
を
通
し

て
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
び
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
上
表
の
と

お
り

定　

員　

各
ク
ラ
ス
若
干
名
（
申

込
順
）

そ
の
他　

▽
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト

代
等
の
費
用
（
学
習
教
室
＝
３
千

円
、
子
ど
も
英
語
教
室
＝
３
千　
５００

円
）
が
別
途
必
要
で
す
。
▽
学
習

教
室
は
、
申
込
人
数
に
よ
り
複
合

ク
ラ
ス
ま
た
は
開
設
を
見
合
わ
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

２
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
パ
ソ
コ
ン
教
室
〉

と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

▽
希
望
者
が
２
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
▽
希
望

者
が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

２
月
１
日
～
開
催
日

の
４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
６
１
４
１ 
　

０４２

３８３

０４２

儿　

儿
６
２
４
１
）

３８５

FAX

費　用
（教材費含む）講習時間日　程講習名

６,２００円１３：００～
１６：００

２／１７（水）、２４（水）Wordの初級

３／１６（水）、２３（水）Excelの初級

１時間１,０３０円
（教材費は別途実費）相談して決定します。

個人教室

訪問レッスン

月４,２００円１３：００～
１６：００

月２回
（火曜・木曜・土曜・
日曜日のいずれか）

CoCoサロン

無料１３：００～
１５：００

毎週月曜日
（祝日を除く）相　談　室

※　パソコンはWindows7、Office2010を使用しますが、詳細はご相談くだ
さい。

費用
（月額）ところ授業時間対　象教　室

３,０９０円本町作業所（※）月４回金曜日
１７：００～１８：３０小学校３年生

学習教室
国語・算数

６,４００円

本町作業所（※）月８回水曜・金曜日
１７：００～１８：３０

小学校４～６
年生 婦人会館１６：１５～１７：４５

シルバー人材セン
ター

月８回火曜・木曜日
１６：００～１７：３０

８,４００円
婦人会館月８回水曜・金曜日

１８：４５～２０：４５中学校１・２
年生学習教室

英語・数学 本町作業所（※）１９：００～２１：００

８,４００円本町作業所（※）月８回火曜・木曜日
１９：００～２１：００中学校３年生

３,０９０円本町作業所（※）

月３回程度木曜日
１５：３０～１６：３０

４歳以上の未
就学児

子ども
英語教室

月３回程度木曜日
１６：３０～１７：３０

小学校１～３
年生

月３回程度木曜日
１７：３０～１８：３０

小学校４～６
年生

※　シルバー人材センター本町作業所（市役所本町暫定庁舎内）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
手
当

を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
、
現
況
届
の
用

紙
を
１
月　

日
に
発
送
し
ま
し

２９

た
。
届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
月
）
～

　

日
（
月
）

２９問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

 　

法
律
行
為
で
難
し
い
と
思
い
が

ち
な
成
年
後
見
制
度
等
を
わ
か
り

市
民
啓
発
講
演
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見

制
度
の
基
礎
知
識

や
す
く
お
話
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
後

１５

１
時　

分
（
１
時　

分
開
場
）

３０

１５

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階
保
健
会

場講　

師　

森
昭
文
さ
ん
（
司
法
書

士
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
（
福
祉
会
館
４
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８６

０
１
２
１
）
へ
。

 　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、

認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
精

神
医
療
に
係
る
通
院
、
デ
イ
ケ

ア
、
訪
問
看
護
、
て
ん
か
ん
の
診

療
や
薬
代
な
ど
の
医
療
費
の
自
己

負
担
を
、
３
割
か
ら
原
則
１
割
に

軽
減
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
方
に
は
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。
障
が
い
の
程
度

自
立
支
援
医
療
費
制
度

（
精
神
通
院
）
を

ご
存
じ
で
す
か

や
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類　

申
請
書
（
自
立
生
活

支
援
課
で
配
布
）
、
診
断
書
（
都

の
指
定
す
る
診
断
書
で
、
発
行
か

ら
３
か
月
以
内
の
も
の
）
、
健
康

保
険
証
、
住
民
税
（
非
）
課
税
証

明
書
、
印
鑑
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転

免
許
証
等

有
効
期
限　

１
年
間
（
更
新
は
３

か
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
）

申
請
・
問
合
先　

自
立
生
活
支
援

課
相
談
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
４
１
）

０４２

３８７

 　
「
交
通
災
害
等
遺
児
援
護
一
円

貨
募
金
運
動
」
を
毎
年
２
月
に
実

施
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉

会
館
２
階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
基

に
、
交
通
事
故
・
自
然
災
害
・
火

災
・
労
働
災
害
な
ど
で
一
家
の
働

き
手
を
失
っ
た
市
内
の　

歳
以
下

１８

の
遺
児
へ
援
護
金
（
小
学
生
以
下

１
万
２
千
円
、
中
学
生
１
万
２
千

交
通
災
害
等
遺
児
援
護

一
円
貨
募
金
に
ご
協
力
を

　

円
、
高
校
生
１
万
３
千
円
、
い

５００ず
れ
も
月
額
）
や
奨
学
金
（
高
校

生
１
万
円
、
大
学
生
１
万
５
千

円
、
い
ず
れ
も
月
額
）
を
差
し
上

げ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
該
当
す
る
遺
児
の
保
護

者
の
方
は
、
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 
と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

対　

象　

本
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
方

そ
の
他　

参
加
者
に
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
各
地

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問合・申込先定　員ところと　き

小金井きた地域包括支援センター
（☎０４２－３８８－２４４０）

１０人程度
（申込順）

桜町高齢者在宅サービスセンター
（桜町１－９－５）２／１９（金）

小金井ひがし地域包括支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

１５人程度
（申込順）

特別養護老人ホーム　つきみの園
（中町２－１５－２５）　／２０（土）

小金井にし地域包括支援センター
（☎０４２－３８６－７３７３）

１５人程度
（申込順）公民館貫井北分館学習室Ｃ・Ｄ　／２５（木）

※　時間はいずれも午後２時～３時３０分

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

 

 
【
①
特
別
障
害
者
手
当
等
】

　

第
４
期
分
＝
平
成　

年　

月
～

２７

１１

　

年
１
月
分

２８問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

【
②
児
童
手
当
・

各
種
手
当
の
支
給

　

児
童
育
成
手
当
】

　

２
月
期
分
＝
平
成　

年　

月
～

２７

１０

　

年
１
月
分

２８問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　

２
月　

日
（
水
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
、
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

場
合　

▽
口
座
や
住
所
、
ま
た
は

氏
名
を
変
更
し
た
場
合　

▽
施
設

に
入
所
し
た
場
合　

▽
病
院
等
に

３
か
月
以
上
入
院
し
た
場
合（
①
）

重
度
心
身
障
害
者

手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
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掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

■第３４回東京農工大学科学博物館友の
会サークル作品展　２月６日（土）〜１３
日（土）。８日（月）は除く／同博物館
／生涯学習の一環として、絹、藍染織物、
型絵染、手紡ぎ、組ひもなどのサークル
会員が伝統的技法を用いて制作した作品
を展示。／無料／同博物館（☎０４２－３８８
－７１６３）
■浅川清流環境組合議会を開催　２月１６
日（火）午前１０時から／東京自治会館（府
中市新町２－７７－１）／ごみ処理の広域
化に伴い、日野市、国分寺市、小金井市
で新可燃ごみ処理施設の設置および運営
に関する事務を共同で行うことを目的に
設立された、浅川清流環境組合の組合議
会を開催／同組合（☎０４２－５８９－０５５５）
■いつ起きるかもしれない災害にどのよ
うに備えるか－糖尿病患者さんに向けて
２月２７日（土）午後２時〜４時／都立多摩
総合医療センター（府中市武蔵台２－８
－２９）／災害時の糖尿病治療薬・日頃か
らの備え＝辻野元祥（同センター内分泌
代謝内科部長）ほか／１００人（当日先着順）
／多摩府中保健所（☎０４２－３６２－２３３４）
■立川防災館・春の火災予防運動特別企
画　パネル展示＝２月２７日（土）〜３月
９日（水）。東京消防庁管内で発生した
火災についてパネル展示で紹介／こども
の防災行動のアップ！＝２月２７日（土）
〜３月２７日（日）。地震、煙、消火など
を体験し、防災ノートを完成させ、修了
者には防災体験修了証をプレゼントしま
す。中学生以下対象。／同館（立川市泉
町１１５６－１☎０４２－５２１－１１１９）
■中学校通信教育課程生徒募集　都内在
住または在勤で尋常小学校または国民学
校初等科を修了したが、高等学校の入学
資格のない方、現行制度で義務教育が未

修了で学齢相当年齢を超過した方等が対
象。／選考日＝２月２８日（日）／４０人／
２月１９日（消印有効）までに、願書を郵
送または直接、千代田区立神田一橋中学
校通信教育課程（〒１０１－０００３千代田区
一ツ橋２－６－１４☎０３－３２６５－５９６１）へ。
■三宅島モニターツアー無料参加者募集
東京都では、三宅島の首折り鮮魚のブラ
ンド化を進める事業の一環として、島内
観光や、首折り技法の説明などを行う無
料ツアーの参加者を募集します。（３月
３日発、４日発、５日発のいずれも３日
間）／２月１４日までに申し込み。詳細は
ホームページ（http://miyake-koganei-
chofu.com）で。／ＪＴＢコーポレート
セールス（☎０４２－５２１－５５５０）
■三鷹の森ジブリ美術館三鷹市・近隣市
民枠チケット販売スケジュールの変更　
４月１日（金）から、毎月の初めの営業
日に３か月先のチケットの販売を開始し
ます。／詳細はホームページ（http://k 
anko.mitaka.ne.jp/）で。／ＮＰＯ法人
みたか都市観光協会（☎０４２２－４０－５５２５）
■ひきこもりサポートネット訪問相談　
ひきこもりの問題を抱える家庭への訪
問、電話、メールによる相談／対象＝義
務教育修了後の１５歳〜おおむね３４歳で６
か月以上ひきこもり状態の方がいる東京
都内の家庭／１人おおむね５回まで／詳
しくはホームページ（http://www.hikiko 
mori-tokyo.jp/）で。／東京都青少年・治
安対策本部青少年課（☎０３－５３８８－２２５７）
■下水道モニター募集　アンケートの回
答、施設見学会への参加等（謝礼あり）
／任期＝４月１日から１年間／都内在住
の平成２８年４月１日現在２０歳以上でイン
ターネットの閲覧が可能な方／１,０００人
程度（多数抽選）／応募方法等詳しく
は、東京都下水道局ホームページ（http: 
//www.gesui.metro.tokyo.jp/）で。／
同局広報サービス課（☎０３－５３２０－６６９３）

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●第４回「小金井が好きだ。」ポスター
写真コンテスト展示・表彰イベント　２
月１１日（祝）午前１１時開場、午後１時ゲ
ーム、４時表彰式、６時展示終了／小金
井　宮地楽器ホールマルチパーパススペ
ース／小金井市を題材にした応募作品の
展示、来場者によるポスター写真の人気
投票、表彰、作文ゲーム「めくって小金
井！」／当日直接会場へ。／こがねいロ
ケよび隊・田村（☎０９０－８７４４－９２００）
●住民向け講演会「こころを元気にする
秘訣」　 ２月１３日（土）午後２時〜４時
（１時３０分受付）／三鷹産業プラザ７階
（三鷹市下連雀３－３８－４）／講師は大
野裕さん（認知行動療法研修開発センタ
ー理事長）／２００人（当日先着順）／無料
／公益財団法人井之頭病院・山岸（☎
０４２２－４４－５３３１）
●みんなで歌おう青春歌の広場　２月１５
日（月）午後２時開演（１時３０分開場）
／小金井　宮地楽器ホール大ホール／日
本の抒情歌や世界の愛唱歌を歌います。
／ピアノ伴奏と指導＝清水智子／７００円。
チケット販売は同ホールチケットデスク
で。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●福祉講演会「家族支援の必要性」　 ２
月２０日（土）午前１０時〜正午／市民会
館・萌え木ホールＡ会議室／講師は吉川
かおりさん（明星大学人文学部福祉実践
学科教授）／無料／保育あり。２月１２日
までに、要事前申込／主催＝小金井市手
をつなぐ親の会／当日直接会場へ。／Ｎ
ＰＯ法人さくら会（☎０４２－３８５－６６８３）
●多摩ビッグバンドフェスティバル
２０１６　２月２１日（日）午後２時開演
／亜細亜大学３号館講堂（武蔵野市境５
－２４－１０）／社会人ビッグバンド５組に
よる豪華音楽コンサート。ＪＡＺＺが好
きな方も、ふだん聞かない方もお楽しみ
いただけます。／無料／主催＝多摩東急
会／当日直接会場へ。／同大学総務課
（☎０４２２－３６－３２４１）
●社会保険労務士による市民無料相談会
２月２２日（月）午後７時〜９時／小金井
宮地楽器ホール練習室２／年金（障害、
遺族、離婚分割等）、成年後見や労働問
題、社会保険に関する相談／４人／２月
１７日までに、ファクスで相談内容（なる
べく詳しく）・氏名・ファクス番号を明
記し、東京都社会保険労務士会武蔵野統
括支部（☎０４２－３０１－００９０ ０４２－３０１－
８１４１）へ。
●小金井公園リサイクルフリーマーケッ
ト　２月２８日（日）午前９時〜午後３時
／都立小金井公園いこいの広場／フリー
マーケット等を通じて、物を捨てずに再
利用する「物の大切さ」を子どもたちに
教える活動をしています。／出店者１００
人（申込順）／２,０００円／２月１日から、

FAX

電話でエコロジーネットワーク・ラズベ
リー・森嶋（☎０９０－８５６４－０９８１）へ。
●第２４回小金井市本因坊戦　３月６日
（日）午前９時〜午後５時／公民館緑分
館／市内在住・在勤・在学の方／Ａ級
（５段以上）＝オール互戦、Ｂ級（初段
〜４段）、Ｃ級（１級〜９級）、Ｄ級
（１０級以下）＝ハンデ戦、順位はスイス
方式／会員１,２００円、一般１,５００円、高校
生以下１,０００円（昼食代含む）／２月２２日
までに、囲碁連盟・五師（☎ ＝０４２－
３８４－７５７２）へ。
●１３人の音楽家による「スプリングコ
ンサート」　 ４月２４日（日）午後１時３０分
開演／小金井　宮地楽器ホール小ホール
／心いやされるメロディをピアノ・フル
ート・ヴァイオリン・声楽でお届けしま
す。曲目＝ベートーベンヴァイオリンソ
ナタ第５番、ドビュッシー月の光、モーツ
ァルト夜の女王のアリアほか／５００円／
チケット販売は２月１日より同ホール２
階事務室で。／市村（☎０４２－３２５－４７９６）
 

●第３３回地域別対抗卓球大会　２月１４
日（日）午前９時〜午後６時／総合体育
館／市を地域別にＡグループとＢグルー
プに分け、リーグ戦後トーナメント方式
で順位を決定／市内在住の方／１チーム
（８人）４,０００円／ゼッケン着用／２月１
日〜９日に、ファクスまたはＥメールで
市卓球連盟事務局・佐久間（☎ ＝０４２－
３８２－８３５５死seipenta.t@gmail.com）へ。
●歩きませんか霜枯れの武蔵野路を小平
中央公園まで　２月２１日（日）雨天実施
／①ＪＲ東小金井駅南口午前８時②市役
所本庁舎、貫井大橋８時３０分集合〜正午
ごろ小平中央公園解散（距離約８.５㎞）／
２００円／水筒等持参／当日直接各集合場
所へ。／市ウオーキング協会・浜薗（☎
０４２－３８１－２２００）
●第９９回市バドミントン選手権大会　
一般＝３月１３日（日）、中・高校生＝２８
日（月）いずれも午前９時１５分から／総合
体育館／男女シングルス、ダブルス、ミ
ックス／１種目１,５００円（中学生５００円、
高校生１,０００円）／１人２種目まで／２月
２４日までに、所定の用紙に必要事項を明
記し、ファクスで体育協会「バド係」（ 
０４２－３８４－４００３）へ。／市バドミントン
連盟・佐々木（☎０９０－４０２４－１７５９）
●親子スキンシップ体操　４月１日〜６
月２４日の金曜日午前１１時〜１１時５０分／総
合体育館／１歳１０か月以上の親子／２０組
程度（多数抽選）／２,０００円（月額）／３
月８日（必着）までに、往復はがきまたは
Ｅメールに親子の氏名（ふりがな）・性
別・生年月日・住所・電話番号を明記
し、黄金井倶楽部「親子係」（〒１８４－
０００５桜町２－２－３１☎０４２－４０６－２２８０死
npo.koganei-club@jcom.home.ne.jp）へ。

FAX

FAX

FAX

●わたしらしい生活を過ごすための講習
会　２月３日、１０日、２４日、いずれも水
曜日午後１時３０分〜３時３０分／前原暫定
集会施設Ｂ・Ｃ会議室／マイノート、成
年後見制度、相続と遺言書／５００円（３
日間。マイノート代等）／申し込みは、

ＮＰＯ法人多摩東成年後見の会（☎０４２２
－３６－４４４６）へ。
●総合学院テクノスカレッジ卒業作品展
２月６日（土）、７日（日）午前１０時〜
午後４時／同学院（前原町５－１－２９）
／在校生の作品展示と発表。もちつきな

 

◆ママさんピラティス・たんぽほの会　
原則第２・４日曜日午前１０時〜１１時、上
之原会館で。初心者、子連れの方も歓
迎。ダイエット、リラックスに。連絡は
白石（☎０８０－６７２１－５５００）へ。
◆英会話・ＴＲＹ　ＡＧＡＩＮ　原則月
曜日午前１１時から公民館東分館で。講師
はネイティブ。おおむね５０歳以上の方、
もう１度楽しく英会話に挑戦しません
か。連絡は工藤（☎０４２－３８３－９１９６）へ。
◆ラウレアフラサークル　原則月２回木
曜日午前１０時〜正午、小金井　宮地楽器
ホール練習室で。フラを踊って一緒に笑

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

顔になりましょう。初心者も経験者も歓
迎。連絡は橋本（☎０９０－５３３８－５２３４）へ。
◆やさしいエアロダンス・フレンズ　原
則月３回木曜日午前１０時〜正午、公民館
等で。講師は宇留賀さん。楽しく、健康
維持をモットーに。見学随時歓迎。連絡
は藤崎（☎０４２－３０１－１４２７）へ。
◆エアロビクスとストレッチ・マドンナ
原則毎月第１・第３月曜日午前１１時〜午
後０時３０分、栗山公園健康運動センター
で。体験可能。連絡は吉澤（☎０４２－３８３
－７８２６）へ。
◆かがくくらぶコスモ　原則水曜日午後
４時から上之原会館で。作ったり考えな
がら科学を楽しみます。対象は小学生。
連絡は平井（☎０４２－３８３－９７７３）へ。

掲載を希望する方は、広報秘書課（☎042ｰ387ｰ9803FAX042ｰ387ｰ
1224）へ。紙面に余裕のあるときに掲載しますので、載らない場
合があります。また、掲載の可否についての連絡はしません。
（締切は、１日号＝前月４日、15日号＝前月19日。４日・19日が
土曜・日曜日の場合はその前の金曜日、祝日の場合は前日）

どのイベントもあります。／無料／東京
工学院専門学校（☎０４２－３８７－５１１１）
●国際基督教大学和太鼓部２０１６年春
公演「天玄の瞬き－Ｊｏｙｆｕｌ　Ｎｏｉｓｅ」
２月１２日（金）午後７時３０分から、１３日
（土）午後０時３０分から、５時から／同
大学（三鷹市大沢３－１０－２）／一般７００
円（当日１,０００円）、学生５００円（当日６００
円）／詳細はホームページ（http://ten 
joyicuwadaiko16.wix.com/20160212

13）で。／同大学（☎０８０－３５００－１７２７）
●バーチュリーバ・ソサエティ　地域フ
ァミリーコンサート　２月２８日（日）午後
２時開演（１時３０分開場）／亜細亜大学
３号館講堂（武蔵野市境５－２４－１０）／
同大学吹奏楽団の卒業生団体が主催する

演奏会。指揮＝小長谷宗一、客演＝雲井
雅人。スター・ウォーズほか。本格的な
クラシックからポップス曲まで。小さな
お子さんも歓迎。／無料／申し込みは、
同大学・小木曽（☎０４２２－３６－３２５７）へ。
●魅力ある多摩・武蔵野を知るタマケン
受検者募集　３月１２日（土）／明星大学
日野キャンパス（日野市程久保２－１－
１）／「多摩が大好き」といえる人を１
人でも多く育てる検定です。合格者には
美術館などの割引特典があります。／申
し込みは２月１６日まで。詳細は、ホーム
ページ（http://tamakentei.jp/）で。／
学術・文化・産業ネットワーク多摩（☎
０４２－５９１－８５４０）
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　巨匠クリント・イーストウッド監督による
実話を基にした感動の人間ドラマ。根強い人
種差別が残る中、スポーツを通じて人種を超
えた固い友情を真正面から描きます。
と　き　２月２０日（土）午前１０時３０分から、
午後３時３０分から（いずれも３０分前開場）
ところ　公民館貫井北分館学習室Ａ・Ｂ
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

第510回市民映画会
「インビクタス／
　　　負けざる者たち」

（ ）2009年
クリント・イーストウッド監督

134分
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　１月９日に、都立小金井公園で、第３６回新春たこあげ大会が開催されました。
　さわやかな青空の下、参加した大勢の子どもたちや親子は、配布だこや手づ
くりだこの揚がり具合を元気よく競いました。

新春たこあげ大会が開催されまし新春たこあげ大会が開催されましたた
　１月１７日に、小金井市の冬の風物詩となった第１２回野川駅伝大会が都立
武蔵野公園、野川第二調節池周辺で行われました。寒さの中、子どもも大
人も元気に楽しく走りました。

第12回野川駅伝大会が開催されまし第12回野川駅伝大会が開催されましたた

 　

働
く
方
の
毎
日
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と　

き　

①
２
月　

日
（
火
）
②

２３

　

日
（
月
）
い
ず
れ
も
午
後
６
時

２９
　

分
～
８
時

３０と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

テ
ー
マ　

①
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
②
働
く
女
性
の
健
康
管
理
と

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

講　

師　

①
佐
藤
千
里
さ
ん

（
元
・
一
般
財
団
法
人
女
性
労
働

協
会
専
務
理
事
）
②
富
尾
木
綾
子

さ
ん
（
同
協
会
女
性
就
業
支
援
専

門
員
）

定　

員　

各　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労

働
省
の
女
性
就
業
支
援
全
国
展
開

事
業
で
す
。

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
希
望
受
講
日
を

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿　
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３８７

儿
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８
３
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死s0

3
0
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@
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へ
。

  
と　

き　

２
月　

日
（
木
）
午
前

１８

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

労
働
セ
ミ
ナ
ー

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

 
活 
き
活
き
と

いリ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
ユ
ー
ス
（
販
売
）

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　
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（
材

１００

料
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は
実
費
）

【
食
器
リ
ユ
ー
ス
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ユ
ー
ス
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器
の
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を
し
て

い
ま
す
（
３
月
ま
で
）
。
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先
の
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に
よ
り
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器
の
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収
は
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面
中
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し
て
い

ま
す
。
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催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会
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課
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費
生
活
係

（
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８
３
１
）
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３８７

 　

地
域
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割

や
そ
の
活
動
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。
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き　

２
月　

日
（
土
）
午
後

２７

２
時
～
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時
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原
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定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

田
中
敬
文
さ
ん
（
東
京

学
芸
大
学
准
教
授
）

主　

催　

小
金
井
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連

絡
会

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。
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ミ
ュ
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テ
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課
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推
進
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９
９
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３８７

２
３
）

協
働
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演
会
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Ｐ
Ｏ
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能
性

儿
地
域
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括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

を
活
か
す
た
め
に

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
自
然
と
交
易　

▽
３
月
２
日
＝
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
の
諸
帝
国
と
そ
の
盛
衰　

▽
９

日
＝
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
人
々

の
死
生
観

※　

い
ず
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も
水
曜
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午
後
１
時

～
２
時　

分
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と
こ
ろ　

中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー

講
堂
（
三
鷹
市
大
沢
３
儿　

儿
１０

　

）
３１講　

師　

池
田
裕
さ
ん
（
同
セ
ン

タ
ー
附
属
博
物
館
館
長
）
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・
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・
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学
の
方

定　
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日　

人
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込
順
）

５０

そ
の
他　

車
で
の
来
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は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
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２
月
１
日
か
ら
、
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話

で
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習
課
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学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）
へ
。

０４２
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防
犯
の
知
識
や
情
報
を
得
て
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
小
金
井
市
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。
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内
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し
し
ま
す
。
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２
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日
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）
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後

１８

市
民
防
犯
講
習
会

２
時
～
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と
こ
ろ　

市
民
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館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
Ａ
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会
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駐
車
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は
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り
ま
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。
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師　

小
金
井
警
察
署
員

定　
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人
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申
込
順
）

８０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
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電

話
、
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ク
ス
ま
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は
直
接
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習
会
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・
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・
氏
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地
域
安
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係
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役
所
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階
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９
８
０
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テ
ー
マ
に
沿
っ
た
本
を
持
参

し
、
そ
の
本
に
つ
い
て
１
人　

分
１０

以
内
で
紹
介
し
た
あ
と
、
参
加
者

全
員
で
感
想
を
共
有
す
る
読
書
会

で
す
。
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き　

３
月
５
日
（
土
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時
～
正
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こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ

テ
ー
マ　

出
発

定　

員　

紹
介
者
８
人
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込

順
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覧
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当
日
先
着
順
）

２０

そ
の
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市
立
図
書
館
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蔵
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を
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し
て
く
だ
さ
い
。
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込　

２
月
１
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図

書
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井
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５
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〈　

世
紀
は 

２１日
本
の
時
代
か
〉

　

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
に
始
ま
り
、
世
界
の
経
済
・

金
融
情
勢
を
研
究
し
、
日
本
の
行

く
末
を
案
じ
て
い
る
講
師
に
現
在

の
情
勢
と
日
本
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
～
３
月
９
日

１７

の
毎
週
水
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

講　

師　

林
文
隆
さ
ん
（
日
本
戦

FAX

図
書
館
読
書
会

成
人
学
校

略
情
報
研
究
所
主
宰
）
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象　

市
内
在
住
・
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勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

２
月
３
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
緑
分
館

（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

０４２

３８７

〈
地
域
研
究
儿
ぬ
く
い
の 

魅
力
を
探
る
〉

　

貫
井
地
域
の
近
現
代
史
を
学

び
、
貫
井
の
習
俗
に
つ
い
て
地
域

の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。

と　

き　

３
月
２
日
～　

日
の
毎

１６

週
水
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全

１０

３
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

講　

師　

市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
学

芸
員
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
。　

人
。
要
事
前
申
込
）

１０

申　

込　

２
月
３
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

 　

バ
リ
島
を
は
じ
め
約
１
万
７
千

以
上
の
島
々
か
ら
成
り
立
ち
、
美

し
い
自
然
と
深
い
歴
史
、
伝
統
を

も
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
楽

器
演
奏
や
料
理
作
り
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月　

日
～
３
月　

日

２４

１６

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時　

分
（
全
４
回
）

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

講　

師　

テ
ィ
ニ
・
コ
ド
ラ
ッ
ト

さ
ん
（
舞
踊
家
）
、
ユ
リ
ア
・
ロ

サ
さ
ん
（
料
理
研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

申　

込　

２
月
３
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
緑
分
館

（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

０４２

３８７

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
知
ろ
う
！
」

学
び
・
く
ら
し

　

地
域
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に

し
て
、
読
み
方
や
時
代
背
景
等
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
、　

日
、
３

１４

２８

月　

日
、
い
ず
も
れ
日
曜
日
午
前

１３

　

時　

分
～
午
後
０
時　

分
（
全

１０

３０

３０

３
回
）

と
こ
ろ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

講　

師　

太
田
和
子
さ
ん
（
市
史

編
さ
ん
委
員
会
調
査
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

２
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
１
１
９
８
＝
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

分
）
へ
。

３０

 　

紀
元
前
に
西
ア
ジ
ア
の
地
に
栄

え
た
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の

特
徴
や
魅
力
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

と
き
・
テ
ー
マ　

▽
２
月　

日
＝

１７

中
近
東
歴
史
文
化
講
座

古
文
古
文
書書講講

座座
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２
月
７
日（
日
）

２
月　

日（
木
・
祝
）

１１

２
月　

日（
日
）

１４

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$
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%%%%%%
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&
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

共
立
診
療
所

内
小
外
皮

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口

東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り

パン屋

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

三
枝
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科
医
院

耳

本町5―19―32
三枝ビル2F
☎042―381―8221

武蔵小金井駅

北口

西
友

小
金
井
街
道

小

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消
外 西武

多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り
の
な
か
歯
科
医
院 東町4―40―13

プリマベーラ１F
☎042―386―8217

南口
薬局

ス
ト
ア

東小金井駅

ひ
ら
た
循
環
器
ク
リ
ニッ
ク

内
循

本町5―40―3
☎042―401―6157

北大通り

北口北口

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

北口

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

東町4―16―21
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
リ 

ハ
リ 

ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

農協支店

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅 西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線 武蔵小金井駅

小
金
井
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
ア

本町5―19―30
☎042―385―0233

北口

小
金
井
街
道

西
友

リサイクル
事業所

山
﨑
内
科
医
院

内
呼
ア

緑町5―12―17
☎042―381―1462

地蔵通り

けやき通り

小
金
井
街
道

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

北大通り

緑
中
央
通
り

お
ざ
き
歯
科
医
院 本町5―19―3

大沢ビル3F
☎042―386―5528

北口
武蔵小金井駅

西
友

小
金
井
街
道

貫井北町3―27―7
☎042―386―7288

一
中

本町住宅

歩道橋

公務員
住　宅

交番中大
附属高

北大通り

く
ろ
だ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

ドラッグストア

消
内

か
わ
べ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

緑町2―2―1
エスポワール小金井1－東号室 
☎042―401―1860

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

内
小
消
内

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

ア

消
内

呼
内

循
内
漢
内

武
蔵
野
中
央
病
院

内

東町1―44―26
☎0422―31―1231

酒店

連雀通り

都
営
住
宅

新
小
金
井
駅

交
番

西
武
多
摩
川
線

待  

山  

医  

院

内
循

緑町2―17―10
☎042―384―5421

北大通り

緑小 緑中 法
政
大

小金井
北高

服
部
歯
科
医
院

東町4―27―10
☎042―385―8148

公園

ス
ト
ア

米
店

グラウンド

南口
東小金井駅

 
イサク薬局

（ ）桜町1－8－4
☎042－380－5560

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5－20－15
☎042－381－7405

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ミネ調剤薬局東小金井店

（ ）東町4－37－27
☎042－401－1852

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

市民農園の利用者を募集

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

　都立小金井公園は、毎年２月にな
ると２８品種約１００本の白梅、紅梅が
咲き競い、甘く香ばしい香りに包ま
れます。
　今年も同公園梅林で、毎年恒例の
「うめまつり」を開催します。
　期間中の土曜・日曜日には、各種
イベントを開催するほか、臨時売店

も出店します。また、同公園の５つ
のボランティア団体の活動紹介も行
います。
　 可  憐 な梅の花を 愛 でつつ、武蔵野

か れん め

の春をお楽しみください。
ところ　都立小金井公園
問合先　小金井公園サービスセンタ
ー（☎０４２−３８５−５６１１）

その他出演・講師会　場と　きイベント
定員は３０人（当日
先着順）。講演終了
後に梅林の案内を
します。（約６０分）

鳥居恒夫さん
（植物・園芸
研究家）

同公園サー
ビスセンタ
ー２階

２／１３（土）
１３：００〜１４：００

講演会
「梅のお話」

雨天中止。一巡３０
分程度です。受け
付けは１４：３０まで。

小金井公園樹
木の会同公園梅林

２／１４（日）
　　２０（土）
　　２１（日）
１１：００〜１５：００

梅と早春の
花ガイド

参加費５００円が必
要です。

市文化連盟茶
道部

同公園梅林
内特設会場

２／２０（土）
　　２１（日）
１１：００〜１５：３０

野　 点 
だて

雨天中止。各回３０
分程度です。

小金井三曲連
盟

同公園梅林
内特設会場

２／２０（土）
　　２１（日）
１３：００から
１４：００から
１５：００から

お琴の演奏

第第1414回小金井公園回小金井公園うめまつうめまつりり
22月月1313日（土）～日（土）～2121日（日日（日））

と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
前

１３

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

内　

容　

お
茶
会
席
、お
茶
た

て
、
お
琴
、
ふ
ろ
し
き
の
包
み

方
、
お
習
字
、
折
り
紙
、
将
棋
、

け
ん
玉
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
外
国
人
の
方

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

（
お
茶
会
席
は
定
員　

人
。
当
日

２０

先
着
順
）

問
合
先　

公
民
館
緑
分
館
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
１
）

３８７

 
〈
き
た
ま
ち
ゼ
ミ 

わ
く
わ
く
遊
び
塾
〉

　

体
を
使
っ
た
遊
び
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
後

１３

１
時
～
３
時　

若
者
に
よ
る
自
主
講
座

生
活
日
本
語
教
室

日
本
文
化
体
験
会

講　

師　

鈴
木
聡
さ
ん
（
東
京
学

芸
大
学
准
教
授
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
～
高
校
生
世
代
の
方

〈
環
境
教
育
の
手
法
を 

学
ぶ
〉

　

小
学
校
で
の
環
境
教
育
の
現
状

を
知
り
、
環
境
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
前

２０

　

時
～
正
午　

１０講　

師　

樋
口
利
彦
さ
ん
（
東
京

学
芸
大
学
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
長
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
高
校
生
世
代
以
上
の
方

〈
教
室
で
環
境
教
育
儿
自
然

保
護
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

手
を
動
か
し
て
考
え
る
〉

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

環
境
教
育
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
後

２０

１
時
～
４
時　

分　
３０

講　

師　

鴨
川
光
さ
ん
（
体
験
学

習
普
及
団
体
研
究
員
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
～　

歳
く
ら
い
の
方

２５

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

２
月
３
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

  
と　

き　

２
月　

日
（
土
）
午
前

２０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

子

ど

も

放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

一
枚
折
り
の
箱

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
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募集区画等　ひがし市民農園（東町４−１６）＝３９
区画（５区画は車いす区画。多数抽選。１区画約
１２㎡）
※　みどり第２市民農園（緑町３−９。５１区画）
は一時休園します。再開が可能な場合は、改め
て市報で募集します。
利用期間　４月１日〜平成３０年３月２３日
対　象　市内に住所を有し、次の要件をすべて満
たしている世帯（市の公簿等で要件の確認をしま
す）
渇　耕作できる土地を有していない世帯
渇　平成２８年４月以降、市が開設している市民農
園・高齢者農園の利用権を有していない世帯
※　車いす区画の利用は、車いす利用の方や下肢

に障がいのある方が対象です。申込時に障害者
手帳などを確認します。

費用（年額）　４,８００円
その他　抽選結果は、３月上旬までにお知らせし
ます。
申　込　２月８日（消印有効）までに、往復はが
き（１世帯１通）の往信用裏面に住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号・車いす区画の希望の
有無、返信用表面に住所・氏名を明記し、経済課
産業振興係「市民農園申込係」（〒１８４−８５０４住所
不要☎０４２−３８７−９８８２）へ。


